
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 愛知淑徳大学 

設置者名 学校法人 愛知淑徳学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

文学部 

国文学科  135 

0 

20 155 13  

総合英語学科  129 16 145 13  

教育学科  86 113 199 13  

人間情報学部 人間情報学科  117 0 26 143 13  

心理学部 心理学科  121 0 40 161 13  

創造表現学部 

創造表現学科 

創作表現専攻 
 

86 26 

106 218 13  

創造表現学科 

メディアプロデュ

ース専攻 

 30 142 13  

創造表現学科 

建築・インテリア

デザイン専攻 

 74 186 13  

健康医療科学部 

医療貢献学科 

言語聴覚学専攻 
 

86 

0 

100 186 13  

医療貢献学科 

視覚科学専攻 
 76 162 13  

スポーツ･健康科

学専攻 ※1 
 28 12 40 13  

救急救命学専攻 

※1 
 28 13 41 13  

スポーツ・健康医

科学科 
 137 80 217 13  

健康栄養学科  119 14 133 13  



  

福祉貢献学部 

福祉貢献学科 

社会福祉専攻 
 86 0 114 200 13  

福祉貢献学科 

子ども福祉専攻 
 86 0 96 182 13  

交流文化学部 

交流文化学科 

ランゲージ専攻 
 

128 0 168 296 

13  

交流文化学科 

国際交流・観光専

攻 

 13  

ビジネス学部 

ビジネス学科 

現代ビジネス専攻 
 

116 0 

54 170 13  

ビジネス学科 

グローバルビジネ

ス専攻 

 54 170 13  

グローバル・コミ

ュニケーション学

部 

グローバル・コミ

ュニケーション学

科  

 126 0 19 145 13  

（備考） 

 ※1 スポーツ・健康医科学科 スポーツ・健康科学専攻 2021年度開始 

    スポーツ・健康医科学科 救急救命学専攻     2021年度開始 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
シラバス閲覧システムの「キーワード検索」で「実務家教員科目」にチェックを入れ、

検索する。 

【シラバス閲覧システム】http://pnavi.aasa.ac.jp/syllabus/search/search.php 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 愛知淑徳大学 

設置者名 学校法人 愛知淑徳学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.aasa.ac.jp/gakuen/organization/index.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 弁護士 

H29.6.12 

～ 

R3.6.11 
コンプライアンス 

非常勤 元副理事長 

H29.6.12 

～ 

R3.6.11 
学務 

非常勤 歯科医院長 

H29.6.12 

～ 

R3.6.11 

安全衛生 

危機管理 

非常勤 病院院長 

H30.4.1 

～ 

R4.3.31 

安全衛生 

危機管理 

非常勤 株式会社監査役 

R3.4.1 

～ 

R7.3.31 
財務・経理 

（備考） 

 

 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 愛知淑徳大学 

設置者名 学校法人 愛知淑徳学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

毎年 12 月初旬に、シラバス執筆者に授業計画（シラバス）執筆を依頼。シラバス執

筆者は、授業計画（シラバス）執筆要領により、執筆項目を記載。執筆項目は、次のと

おり。 

①授業の概要、②担当教員の実務経験と本科目との関連、③授業の目標、④授業計

画、⑤学外教育、⑥授業外学習の指示、⑦評価方法、⑧使用テキストの有無とテキスト

のタイトル、⑨参考文献・資料の明示、⑩視聴覚教材の使用。 

提出にあたり、シラバス執筆者自身がシラバス・チェックリストで記載内容を確認の

上、提出。提出方法は、シラバス執筆システムによる。 

1 月初旬の提出締め切りの後、シラバス担当が確認し、不備がある場合は執筆者に連

絡し、修正を依頼。確認作業終了の後、1月中旬に入稿。数回の校正を経て、3月中旬

にシラバス（冊子）完成、在学生の希望者に配布。4月に新入生全員に配布。Webシラ

バスは、3月中旬に大学 HP に公開。 

 

授業計画書の公表方法 http://pnavi.aasa.ac.jp/syllabus/search/search.php 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
成績は、授業担当者が定期試験・レポート・小テスト・平常の学修状況・実技実習等

の評価方法により、学修指標に対する到達結果をもって評価する。各科目ごとの具体的

な評価方法については、「授業概要（シラバス）」に記載。 

また、学部ごとに成績評価における評価項目・評価基準を定めている。 

 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

履修した科目のうち GPA 算出対象科目について、それぞれの科目の成績を表す評価

点に、単位数を掛けたものを総合計し、該当科目の総単位数で割ることにより算出。 

成績評価が「認」(読み替えによる認定)、「合」「否」（合/否により成績が評価される

授業）、「Ｗ」（履修中止）の科目は、GPA算出対象から除外。 

 

 



  

《GPAの算出方法》 

        〔(履修登録した科目の総単位数)×(その科目の評価点)〕の総和 

         （履修登録した科目の単位数）の総和 

  

学内設置委員会である教務連絡会において、6月・前年度後期、11月・当年度前期の

GPA成績を、学部教委員長に提供し、開講科目の難易度の適正化や学生の履修指導等に

利用している。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.aasa.ac.jp/life/support/summary/directory

.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

学部ごとに以下のとおり、ディプロマ・ポリシーを策定、公表している。 

 

1.文学部 

文学部は、〈言葉の力〉を不断に練磨することにより、〈人間探究〉の精神と〈創造

的思考力〉とを身につけて、社会の発展に寄与できる優れた人材を育成することを教

育目的とし、以下の能力を修得した学生に学士の学位を授与する。 

（1）〈人間探究〉の精神を不断に持ち続けることができる。（関心・意欲・態度） 

（2）〈創造的思考力〉すなわち「物事の本質を認識する力」、「問題を分析し情報を整理

する力」、「課題を発見し解決策を導き出す力」、「論証を通して自分の考えを伝え

る力」を発揮できる。（思考・判断・技能） 

（3）人類の知的・文化的遺産を正しく継承し、現代社会に対して深く洞察することが

できる。（知識・理解） 

（4）〈言葉の力〉を不断に練磨することができる。（表現・態度） 

（5）最終的学修成果として各学科が求めるものは以下の通りである。 

【国文学科】 

  読解力の深化、問題発見能力の開発、調査能力すなわち情報収集・整理・批判能

力の体得、論理的思考力の練磨、自己表現力の獲得等、知的社会に生きる現代人

に必須の様々な能力を身につけること。 

【総合英語学科】 

  英語で自在に「読み」「書き」「聞き」「話す」ことのできる高度な英語運用能力、

技能を活用した思考力・判断力・発信力、さらに、日本および英語が使われる国や

地域の歴史・文化についての深い知識を備えた鋭い国際感覚を身につけること。 

【教育学科】 

  児童の個性に寄り添える確かな専門的知識と優れた実践的能力をもつととも

に、特別支援を必要とする児童への深い理解と障害の多様化・重度化に適切に対

応できる実践力を備えること。さらに学校教育の枠を超えた生涯学習分野に活躍

の場を求める場合も新しい時代の教育に対応できる基本を修得し、柔軟な思考力

をもったリーダーたる力を身につけること。 

【英文学科】 

  英語圏文化や歴史を英語で学び、英語という言葉の背景への見識を深め、さら

に情報化時代に対応したコンピュータリテラシーを修得して、英語でプレゼンテ

ーションできること。 

 

 



  

2.人間情報学部 

人間情報学部人間情報学科では、「合理的・論理的・科学的に思考する力」、「変わ

りゆく人間社会の未来を予測できる力」、「様々な情報資源を的確に活用できる力」、

そして「ヒューマンフレンドリーな情報社会に貢献できる力」を身に付けた人材を育

成することをめざしている。この目標を達成するために、以下にあげるような能力を

修得した学生に学位を授与する。 

【人間情報学部人間情報学科（3専修共通）】 

（1）人間情報学についての学問の内容と方法を理解し、ものづくりや情報サービ

スに活用することができる（知識・理解） 

（2）人間、情報、コンピュータの特性を科学的に考察し、合理的・論理的・科学

的に思考や判断することができる（思考・判断） 

【情報デザイン専修】 

（1）人間の感性やユニバーサルデザインの観点から情報サービス・製品・空間を

効果的にデザインできる（関心・意欲・態度） 

（2）人にやさしく豊かなデジタルライフを提案・創造できる（技能・表現・態

度） 

【心理情報専修】 

（1）より良いモノづくりや情報サービスに向けて、心理学の観点から、人間とモ

ノとの関わりを理解・考察することができる（関心・意欲・態度） 

（2）人間の知覚特性や行動特性を科学的に検証し、定量化・可視化・文章化する

ことができる（技能・表現・態度） 

【情報システム専修】 

（1）情報システムの設計・開発や情報サービス提供のための問題探求能力を身に

付けている（関心・意欲・態度） 

（2）適切な情報活用のために、ユーザの多様性に配慮した情報システムや情報サ

ービスを企画・提案できる（技能・表現・態度） 

 

3.心理学部 

  現代の心理学は実証主義に基づく経験科学であり、また、現実生活で生じる人と

人、人と環境のダイナミックな相互作用現象を問題にする行動科学である。したがっ

て、現象を机上のみで理解するのではなく、現象を捉える客観的なデータの収集、分

析、考察という、段階的に積み上げていく科学的アプローチが必要とされる。心理学

部ではこのような特徴をもつ現代心理学の学修を通じて、心の多様性と普遍性を理

解し、他者を尊重するとともに、自己を正しく表出することができる人材、さらには

人間関係の中で生じる諸問題に適切に対処することができる人材を育成することを

目指している。この目標を達成するため、人間行動のさまざまな現象を現代心理学の

主要な領域である「生理・認知」「社会」「発達」「臨床」の 4つの領域から多角的な

視点で総合的に究明するカリキュラムを編成し、以下のような知識・能力を身につけ

た者に学位を授与する。 

• 心の多様性と普遍性、人と人、人と環境の相互作用を理解する力 

• 科学的な根拠に基づいて実証的に分析し、論理的に思考する力 

• 幅広い人間行動や社会現象の中から問題点を発見し解決していく力 

• ディスカッションやプレゼンテーションを含むコミュニケーション力 

 

4.創造表現学部 

  創造表現学部では、それぞれの専攻の学修を通じて「表現力」「創造力」「コミュニ

ケーション力」を高めることによって、豊かな自己表現ができ、実社会の諸問題にも

適切な対処ができる人材の育成を目標にしている。この教育目標を達成するために、

以下にあげるような能力を修得した学生に学位を授与する。 



  

【創作表現専攻】 

（1）知的財産としての言語文化・表象文化に関する見識を持ち、その価値の継

承・発信の社会的意義を理解することができる。（知識・関心・理解） 

（2）文化的叡智に幅広く触れることで総合的な判断力を養い、自己の考えを他者

に的確に伝えることができる。（思考・判断） 

（3）文芸を中心とした創造的な表現活動に携わり得る知識と実践的な表現技術と

を身につけることができている。（技能・表現） 

【メディアプロデュース専攻】 

（1）PC やメディア機器を使用する映像処理を理解し、ビデオやパンフレットなど

のメディアコンテンツの制作に関する基礎知識を身につけている。（技能・表

現） 

（2）各種メディアの特徴を理解し、メディアを利用して豊かに表現、発想がで

き、戦略的に企画・立案する能力を身につけている。（関心・態度） 

（3）現代社会の問題を読み解き、時代のニーズを的確に捉え、社会的視座を持っ

て問題解決に臨むことができる。（知識・理解） 

【建築・インテリアデザイン専攻】 

（1）周辺環境、文化的背景、機能や経済性などの多様な条件を読み解き、建築・

インテリアに関わる各種課題を解決するために必要な思考力・判断力を有す

る。（思考・理解・判断） 

（2）コンセプトを的確に伝えるプレゼンテーション能力と共同作業に必要なコミ

ュニケーション能力を身につけている。（表現・態度） 

（3）建築の専門的知識と技能を身に付け、一級建築士などの資格を目指すことが

できる。（知識・技能） 

 

5.健康医療科学部 

【2021年度入学者】 

 健康医療科学部は高齢者や障がいのある人をはじめ、すべての人の生活の質を向上

することに貢献し得る人材、さらに良い人間関係を築くための対人技術および他者

への理解と尊重を有する人材の育成を目標にしている（態度）。この教育目標を達

成するために、以下の能力を習得した学生に学位を授与する。 

【医療貢献学科（言語聴覚学専攻）】 

① 言語聴覚士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必

要な知識と技能を有する者（知識・技能） 

② 職能の範囲にとどまらず、豊かなコミュニケーション能力を有し、必要に応

じて問題点を発見し、新しい検査・評価・訓練・指導・支援の技法の開発および

評価を行い得る知識と技能を有する者（意欲・判断力・開発力・コミュニケーシ

ョンスキル） 

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する

者（科学的思考力） 

【医療貢献学科（視覚科学専攻）】 

① 視能訓練士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必

要な知識と技能を有する者（知識・技能） 

② 職能の範囲にとどまらず、必要に応じて問題点を発見し、新しい検査・評

価・訓練・指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者

（意欲・判断力・開発力） 

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する 

者（科学的思考力） 

【スポーツ・健康医科学科（スポーツ・健康科学専攻）】 

① スポーツ・運動科学および健康科学に関する幅広い知識を有し、その知識を



  

背景に、生涯にわたる健康の維持・増進に携わる専門家として認められる者（知

識・技能） 

② 修得した知識をもとに生涯健康に関する諸問題に対し、自ら考え、解決策を

見出し、それをもとに行動できる者（意欲・判断力・創造力・行動力） 

③ スポーツ、運動および健康に関する問題に対し、科学的な根拠にもとづいて

実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学的思考力） 

【スポーツ・健康医科学科（救急救命学専攻）】 

① 救急救命士の国家資格を目指し、健康と救急救命を中心とした医学に関する

基礎的な知識を有し、その知識を背景として人命を守り、社会に貢献できる者

（知識・技能） 

② 救急救命士として必要とされる総合的な観察力、知識にもとづいた判断力、

およびコミュニケーション能力を有し、それをもとにチームワークとリーダーシ

ップのある行動ができる者（観察力・判断力・コミュニケーションスキル・行動

力） 

③ 救急救命士として求められる科学的根拠にもとづいた論理的な思考力を有す

る者（科学的思考力） 

【健康栄養学科】 

① 管理栄養士として必要な幅広い教養と、専門的かつ科学的知識、高度な実践

能力を有し、人々の健康の保持・増進、生活の質の向上を通して健康長寿社会に

貢献していく高い志を有する者（知識・技能） 

② 強い使命感と判断力、豊かなコミュニケーション能力を有し、各ライフステ

ージおよび人々の状況に対応した適切な栄養管理を、他職種と協調しながら遂行

できる者（意欲・判断力・コミュニケーションスキル） 

③ 「健康」と「栄養」、「食」に関する問題を自ら発見し、問題解決に向け、科

学的根拠に基づいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（創造

的・科学的思考力） 

【2020年度入学者】 

健康医療科学部は高齢者や障がいのある人をはじめ、すべての人の生活の質を向

上することに貢献し得る人材、さらに良い人間関係を築くための対人技術および他

者への理解と尊重を有する人材の育成を目標にしている（態度）。この教育目標を

達成するために、以下の能力を習得した学生に学位を授与する。 

【医療貢献学科（言語聴覚学専攻）】 

① 言語聴覚士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要

な知識と技能を有する者（知識・技能） 

② 職能の範囲にとどまらず、豊かなコミュニケーション能力を有し、必要に応じ

て問題点を発見し、新しい検査・評価・訓練・指導・支援の技法の開発および

評価を行い得る知識と技能を有する者（意欲・判断力・開発力・コミュニケー

ションスキル） 

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者

（科学的思考力） 

【医療貢献学科（視覚科学専攻）】 

① 視能訓練士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要

な知識と技能を有する者（知識・技能） 

② 職能の範囲にとどまらず、必要に応じて問題点を発見し、新しい検査・評価・

訓練・指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者

（意欲・判断力・開発力） 

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者

（科学的思考力） 



  

【スポーツ・健康医科学科】 

① スポーツ科学および健康医科学に関する幅広い知識を有し、その知識を背景

に、生涯にわたる健康の維持・増進に携わる専門家として認められる者（知

識・技能） 

② 習得した知識をもとに生涯健康に関する諸問題に対し、自ら考え、解決策を見

出し、それをもとに行動できる者（判断・関心・行動） 

③ 健康と運動に関する問題に対し、科学的な根拠にもとづいて実証的に分析する

能力を有する者（科学的思考力） 

【健康栄養学科】 

① 管理栄養士として必要な幅広い教養と、専門的かつ科学的知識、高度な実践能

力を有し、人々の健康の保持・増進、生活の質の向上を通して健康長寿社会に

貢献していく高い志を有する者（知識・技能） 

② 強い使命感と判断力、豊かなコミュニケーション能力を有し、各ライフステー

ジおよび人々の状況に対応した適切な栄養管理を、他職種と協調しながら遂行

できる者（意欲・判断力・コミュニケーションスキル） 

③ 「健康」と「栄養」、「食」に関する問題を自ら発見し、問題解決に向け、科

学的根拠に基づいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（創造

的・科学的思考力） 

【2017年度～2019年度入学者】 

  健康医療科学部は高齢者や障がいのある人をはじめ、すべての人の生活の質を向

上することに貢献し得る人材、さらに良い人間関係を築くための対人技術および他

者への理解と尊重を有する人材の育成を目標にしている（態度）。この教育目標を達

成するために、以下の能力を習得した学生に学位を授与する。 

【医療貢献学科（言語聴覚学専攻）】 

① 言語聴覚士の国家資格獲得を目指し、障がい者支援のための専門家として必 

要な知識と技能を有する者（知識・技能） 

② 職能の範囲にとどまらず、必要に応じて問題点を発見し、新しい検査・評価・

訓練・指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意

欲・判断力・開発力） 

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者

（科学的思考力） 

【医療貢献学科（視覚科学専攻）】 

① 視能訓練士の国家資格を目指し、障がい者支援のための専門家として必要な知

識と技能を有する者（知識・技能） 

② 職能の範囲にとどまらず、必要に応じて問題点を発見し、新しい検査・評価・

訓練・指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意

欲・判断力・開発力） 

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者

（科学的思考力） 

【スポーツ・健康医科学科】 

① スポーツ科学および健康医科学に関する幅広い知識を有し、その知識を背景

に、生涯にわたる健康の維持・増進に携わる専門家として認められる者（知識・

技能） 

② 習得した知識をもとに生涯健康に関する諸問題に対し、自ら考え、解決策を見

出し、それをもとに行動できる 者（判断・関心・行動） 

③ 健康と運動に関する問題に対し、科学的な根拠にもとづいて実証的に分析する

能力を有する者（科学的思考力） 

【健康栄養学科】 

① 管理栄養士として必要な幅広い教養と、専門的かつ科学的知識、高度な実践能



  

力を有し、人々の健康の保持・増進、生活の質の向上を通して健康長寿社会に

貢献していく高い志を有する者（知識・技能） 

② 強い使命感と判断力、豊かなコミュニケーション能力を有し、各ライフステー

ジおよび人々の状況に対応した適切な栄養管理を、他職種と協調しながら遂行

できる者（意欲・判断力・コミュニケーションスキル） 

③ 「健康」と「栄養」、「食」に関する問題を自ら発見し、問題解決に向け、科学

的根拠に基づいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（創造的・

科学的思考力） 

 

6.福祉貢献学部 

  福祉貢献学部では、福祉に関する社会のしくみと対象の理解に必要な基礎知識を

修得したうえで、対象者の求めと必要を理解し、総合的に判断・実践できる人材の育

成を目標にしている。この教育目標を達成するために、以下にあげるような能力を習

得した学生に学位を授与する。 

① 知識・理解 

人を多面的に理解し、人と社会環境の視点から問題・課題を理解することができ

る。 

② 関心・意欲・態度 

乳幼児期から高齢期までの人々の尊厳を重視してかかわることができる。 

③ 思考・判断 

対象者の求めと必要を理解し、総合的に判断することができる。 

④ 技能・表現 

体験と実習をとおして学びを深め、専門職としての基礎的実践力を身につけてい

る。 

  

7.交流文化学部 

  交流文化学部は、様々な文化的背景を持つ人々との交流を通して、相互理解と尊重

に基づきグローバル社会の発展に積極的に貢献する人材の育成を目標にしている。

この教育目標を達成するために、以下の能力を修得した学生に学位を授与する。 

（1）多文化・異文化に関する基本的な知識を習得し、広い視野から社会をとらえ、

理解することができる。（知識・理解） 

（2）多様な考え方・生き方を受け入れることができる。（態度） 

（3）獲得した知識・技能・態度等を活用して問題の解決を図ることや新しい社会・

文化を生成することに貢献できる。（思考・判断） 

（4）日本語と特定の外国語を用いて、読み・書き・聞き・話すことができる。多様

な文化的背景を持つ人々と効果的なコミュニケーションができる。（技能・表

現） 

（5）継続的に、自律して学習・探求することができる。（関心・意欲） 

 

8.ビジネス学部 

ビジネス学部は、実社会で自ら道を切り開く人材の育成を目指す学部である。ビ

ジネスに関する専門知識はもちろんのこと、「コミュニケーション能力」「行動

力」をも兼ね備えた有能な「ビジネスパーソン」を育成する。 

 将来予想される多様なキャリアパスに対応するために、次の 4 つの能力を学部

教育の中で共通に修得できる能力として掲げている。 

DP①：【つながるチカラ】 

ビジネスパーソンとして必要となるコミュニケーション力が身についてい

る 



  

DP②：【適応するチカラ】 

多様な業界に関する知識を修得し、シゴトを理解していると同時に高い職

業意識を持っている 

DP③：【応用するチカラ】 

資格を取得し、そのスキルを社会で役立てることができる 

DP④：【行動するチカラ】 

企業と連携したプログラムや海外研修など、実践を通して主体的にやり抜

く力を身につけている 

 多様なキャリアパスに対応するためには軸となる「専門知識」が不可欠である、

との観点から、「学びの専門性」をさらに高めることを目的とする専攻・コース等

を設置している。 

2017年度の入学者については、3専攻（ビジネスイノベーション専攻、ビジネス

アカウンティング専攻、グローバルビジネス専攻）を設置し、1年次後期から各専

攻での「専門的な学び」から次の能力が得られるような配慮をしている。 

 2018 年度の入学者からは、入学時より現代ビジネス専攻とグローバルビジネス

専攻に分けることにより、専門的な学びをさらに推し進める体制とした。このうち

現代ビジネス専攻の学生は、1年次後期よりビジネスイノベーションコース、ビジ

ネスアカウンティングコースに分かれることで、従来からの専門の枠組みを維持し

ている。 

【現代ビジネス専攻】 

ビジネスイノベーションコース（2017年度の「ビジネスイノベーション専攻」

に該当） 

DP⑤-BI：【アイデアを創造し、形にするチカラ】 

マーケティングと経営戦略の知識をベースとし、アクティブラーニン

グを通じて、企業・組織に対して問題解決案を提示することができ

る。 

ビジネスアカウンティングコース（2017 年度の「ビジネスアカウンティング専

攻」に該当） 

DP⑤-BA：【ビジネスの言語を読み解き、経営をサポートするチカラ】 

会計学全般の知識をベースとし、財務諸表を作成・分析するスキルを

修得した上で、経営者に対して専門的な助言ができる。 

【グローバルビジネス専攻】 

DP⑤-GB：【世界とつながり、現場で活躍するチカラ】 

国際経済、国際金融などのグローバルビジネスの現場に必要な専門知

識を、英語と日本語のバイリンガルで身につけている。 

 

9.グローバル・コミュニケーション学部 

  グローバル・コミュニケーション学部では、グローバル社会において、文化や価値

観の異なる人々と協力してさまざまな課題や問題を解決する能力のある「地球市民」

を育成することにしている。 

（DP1） 

 国内・国外の文化や社会情勢を理解し、世界の人々に説得力のあるメッセージを

発信するために必要な知識を身に付ける。 

（DP2） 

 グローバル社会であらゆる状況に対応するために必要な英語運用能力、英語コ

ミュニケーション能力、問題解決能力を身に付ける。 

（DP3） 

   文化や価値観が異なる社会での学修や体験を通じ、社会的・文化的背景の異な 

る人々の違いを認め、同じ「地球市民」として共生するように考えることができる



  

姿勢を身に付ける。 

 

 

また、卒業判定の手順については、学部による違いはない。卒業判定の手順は以下の

とおり。 

1. 定期試験などによる学生の履修科目の成績を確定 

2. 卒業要件修得単位数、修業年数の確認 

3. 当該資料を学部に提出 

4. 学部教授会による卒業判定の審議・承認 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/diploma_p

olicy_fac.html 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 愛知淑徳大学 

設置者名 学校法人 愛知淑徳学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.aasa.ac.jp/gakuen/jigyo/index.html 
収支計算書又は損益計算書 https://www.aasa.ac.jp/gakuen/jigyo/index.html 
財産目録 https://www.aasa.ac.jp/gakuen/jigyo/index.html 
事業報告書 https://www.aasa.ac.jp/gakuen/jigyo/index.html 
監事による監査報告（書） https://www.aasa.ac.jp/gakuen/jigyo/index.html 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：事業計画書              対象年度：2021     ） 

公表方法：https://www.aasa.ac.jp/gakuen/jigyo/index.html 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/guidance/efforts/accreditation.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/guidance/efforts/accreditation.html 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

 

① 教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
文学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.aasa.ac.jp/guidance/about/policy.html ） 

（概要） 

国文学科は、自立した総合的な認識力・判断力・批判力を身につけるとともに、知性と

感性を磨いて豊かな人間性を涵養し、もって社会に貢献できる有為の人材の養成を目的と

し、現代の国際的な社会にあって日本文化、歴史、伝統の継承と発展を視野に入れながら

日本の古典文学、近現代文学、国語及び中国文学に関する基礎的かつ専門的な教育研究を

行う。 

 総合英語学科は、「総合的に英語を教育する学科」として、高度な英語力を有し、鋭い

国際感覚を身につけた職業人を育成することを教育目的とし、英語の「読む」「書く」

「聞く」「話す」という４技能を鍛え上げ、これらの技能を活用した思考力・判断力・発

信力を身につけるための教育研究を行う。 

 教育学科は、小学校教員並びに特別支援学校教員、加えて生涯学習分野での指導者の養

成を目的とし、教育の本質である人格形成について広い視野から考えられる確かな専門的

知識と時代や環境の変化に対応できる優れた実践的能力を身につけるための教育研究を行

う。 

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/diploma_policy_fac.html） 

（概要） 

 

文学部は、〈言葉の力〉を不断に練磨することにより、〈人間探究〉の精神と〈創造

的思考力〉とを身につけて、社会の発展に寄与できる優れた人材を育成することを教育

目的とし、以下の能力を修得した学生に学士の学位を授与する。 

（1）〈人間探究〉の精神を不断に持ち続けることができる。（関心・意欲・態度） 

（2）〈創造的思考力〉すなわち「物事の本質を認識する力」、「問題を分析し情報を整理

する力」、「課題を発見し解決策を導き出す力」、「論証を通して自分の考えを伝え

る力」を発揮できる。（思考・判断・技能） 

（3）人類の知的・文化的遺産を正しく継承し、現代社会に対して深く洞察することができ

る。（知識・理解） 

（4）〈言葉の力〉を不断に練磨することができる。（表現・態度） 

（5）最終的学修成果として各学科が求めるものは以下の通りである。 

 

【国文学科】 

 読解力の深化、問題発見能力の開発、調査能力すなわち情報収集・整理・批判能力の体

得、論理的思考力の練磨、自己表現力の獲得等、知的社会に生きる現代人に必須の様々な

能力を身につけること。 

 

【総合英語学科】 

 英語で自在に「読み」「書き」「聞き」「話す」ことのできる高度な英語運用能力、技能



  

を活用した思考力・判断力・発信力、さらに、日本および英語が使われる国や地域の歴史・

文化についての深い知識を備えた鋭い国際感覚を身につけること。 

 

【教育学科】 

 児童の個性に寄り添える確かな専門的知識と優れた実践的能力をもつとともに、特別支

援を必要とする児童への深い理解と障害の多様化・重度化に適切に対応できる実践力を備

えること。さらに学校教育の枠を超えた生涯学習分野に活躍の場を求める場合も新しい時

代の教育に対応できる基本を修得し、柔軟な思考力をもったリーダーたる力を身につける

こと。 

 

【英文学科】 

 英語圏文化や歴史を英語で学び、英語という言葉の背景への見識を深め、さらに情報化

時代に対応したコンピュータリテラシーを修得して、英語でプレゼンテーションできるこ

と。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/curriculum_policy_fac.html） 

（概要） 

 

文学部は、学部共通の必修科目と、学科ごとの専門教育課程を通じて、言葉の力を錬磨

することにより、人間探究の精神と創造的思考力を身につけ、社会に貢献できる優れた人

材を育成する。学部共通必修科目は、文学部所属の学生の精神と学修の方向づけを行い、

学科の専門教育科目をより有益で発展的なものとする土台となるものである。 

本学部の求める４つの能力の修得のために、共通必修科目は以下のような方針でカリキ

ュラムを編成する。 

人類の知的・文化的遺産を正しく継承し、現代社会に対して深く洞察することができる

（知識・理解）能力を身につけ、人間探究の精神を不断に持ち続けること（関心・意欲・

態度）の基盤として、「人間探究」を 1年次必修とする。大学および文学部で学ぶことの

意義を理解して、人間と社会に対する深い洞察力に基づく、広い視野に立った課題探求能

力や実践力を身につけるために何が必要かを考えることを求める。この科目は、学部所属

の専任教員が担当する。 

言葉の力を不断に錬磨し、創造的思考力すなわち「物事の本質を認識する力」、「課題

を発見し解決策を引き出す力」、「論証を通して自分の考えを伝える力」（思考・判断・

技能）を発揮するために、「日本語表現 T1 T2」を 1年次の必修とする。日本語リテラシ

ーの基礎を習得し、言葉の力を不断に錬磨すること(表現・態度)、そしてその意義を理解

する。 

 さらに、社会の発展に寄与できる人材を育成するために、キャリア教育科目を３年次の

必修科目として、大学卒業後の進路について考える。国文学科「キャリアプランニン

グ」、総合英語学科「Career Planning」、英文学科「Central Japan」、教育学科「職業

としての教育」といった、学科の教育方針に沿った実践的な授業によって、幅広い視点を

もち、自らが活躍できる場を意識する機会とする。 

【国文学科】 



  

本学科の求める 4つの能力の修得のために、以下のような方針でカリキュラムを編成す

る。 

 古典文学／近・現代文学／国語学／中国文学の各領域を、段階・目的別に〈基礎科目〉

〈基幹科目〉〈基本科目〉〈展開科目〉〈実践科目〉〈中核科目〉へと分類し、体系的な

学修ができるように教育課程を編成することで、「国文学に関して幅広い知識を習得し、

我が国の文化、歴史および伝統に対する理解と関心を深めることができる（知識・理

解）」能力を身につけられるようにする。 

 この目標を実現するために、学科独自の必修科目として「演習Ⅰ」（ 3 年次）、「演

習Ⅱ」（ 4 年次）、「文献講読演習」（ 4 年次）および「卒業論文」（ 4 年次）を開

講する（ただし、「卒業論文」を除き選択必修科目）。これは各自の興味と関心に応じて

自由に科目を選択し学修することで、「文学作品または言語現象の中から新たな問題を発

見し、自ら調べ考えることによって解答を導き出すことができる（関心・意欲）」能力を

主体的に伸ばしていく機会を多く設けるためである。 

 さらに、「自らの考えを論理的かつ効果的に、文章で表現することができる（思考・判

断）」能力と「ディスカッションやプレゼンテーションに見られる、口頭でのコミュニケ

ーション力を発揮できる（技能・表現・態度）」能力を会得するためには、土台となる文

章表現や論理的思考に関わる基礎的な力をまずは固めておく必要がある。導入教育の一環

として〈基礎科目〉群 14科目を開講し、アクティブ・ラーニングなどの手法を用いなが

ら、適切な方法によって自ら発信する力を涵養していく。 

 これら 4つの能力については、必修科目である「演習Ⅰ」、「演習Ⅱ」および「文献講

読演習」における少人数教育を通じてさらなる習熟をはかり、その成果を卒業論文として

結実させることとする。 

 なお、本学科の求める 4つの能力はあらゆる「社会に貢献できる有為の人材」にとって

欠かすことのできないものであるが、その能力をより生かすことのできる道のひとつに、

教育職員という職業がある。その志望者のために、国語科教育についての豊かな経験を有

する教員が担当する〈実践科目〉群 10 科目を開講する 

【総合英語学科】 

本学科が求める 4つの能力の習得のために、＜基礎科目＞＜総合英語教育科目（スキル、

理論、応用）＞＜国際文化科目＞＜発展科目＞＜キャリアデザイン科目（TOEIC科目群、

留学準備科目群、翻訳・通訳科目群、ビジネス英語科目群、インターンシップ科目群、英

語教員養成科目群）＞によって構成される専門教育科目を編成する。 

 全ての授業を英語でおこなう＜スキル＞科目を 1年次から 3 年次前期まで半期 6 コマず

つ集中的に配置することで、「英語のスキルと理論と応用力を修得し、英語で自在に「読

み」「書き」「聞き」「話す」ことのできる高度な英語運用能力（知識・理解）」を身に

つけられるようにする。2年次から開講される＜理論＞科目では英語学の知識を使って英

語理解の効率化を促し、＜応用＞科目では、＜スキル＞科目や＜理論＞科目で学修した内

容を一層発展させ、英語運用能力のさらなる向上を図る。 

 また、＜国際文化科目＞は、社会言語学的観点や数量的変化の調査も踏まえながら、英

語が使われている地域の文化、歴史などを学修する。文学作品の理解を授業の最終目標と

せず、作品が作られた文化的・社会的背景、作者の心理理解に焦点をあてる。さらに、＜

発展科目＞に属する海外セミナーでは、半期か 1 年の海外留学が可能である。これらの科

目を履修することによって、「日本および英語が使われる国や地域の歴史・文化について



  

の知識と海外セミナー・海外インターンシップなどを通じて身につける鋭い国際感覚（技

能・表現・態度）」を育成できる。 

 3,4 年次では、＜キャリアデザイン科目＞を通して、目的を持ちながら英語を学修し

て、「キャリアに必要な知識や技術の修得、およびキャリアアップにつながる英語力など

の優れた職業人にとって必要な能力（知識・技能）」を育成する。 

 ＜発展科目＞である「専門演習Ⅰ～Ⅳ」では、受講生が関心のある研究テーマを選び、

調査した情報を基に自律的に思考し、独自の議論を展開できる能力を養う。その研究成果

は、4 年次の「課題実践演習Ⅰ、Ⅱ」にて、その授業内のプレゼンテーションやディスカ

ッションを通じて自分の考えを推敲し、最終的には卒業論文として形にする。これによ

り、「総合的な英語のスキルと理論と応用力を身につけたうえで、関心のあるテーマを発

見し、追究できる能力（関心・意欲・判断）」が育成可能となる。 

【教育学科】 

 本学科が求める４つの能力の修得し、確かな専門知識と優れた実践能力を有する小学校

や特別支援学校の教員、さらに生涯学習分野における指導者を養成することを目標とし

て、以下のような教育課程を編成する。 

 開講科目を＜基礎科目＞＜発展科目＞＜小学校教員養成科目Ａ＞＜特別支援学校教員養

成科目＞＜小学校教員養成科目Ｂ＞＜小学校教員養成科目Ｃ＞＜生涯学習指導者養成科目

＞ に分類し、希望する職種に就くために必要な資格が取得できるように体系的に授業科

目を配置する。 

 ＜基礎科目＞＜発展科目＞として、教育および教職関係の講義・演習科目、教育体験実

習科目を開講し、「教育に関する専門的知識を習得し実践できる（知識・理解・表現)」

能力を身につける。 

 ＜小学校教員養成科目Ａ＞＜特別支援学校教員養成科目＞＜小学校教員養成科目Ｂ＞と

して、目指す進路に応じた教員免許状取得のために必要な演習・講義・実習科目を開講

し、「子どもの発達可能性を深く理解することができる（関心・態度）」能力を有し、

「障害のあるこどもも含めて、様々なこどもに対して適切な指導と配慮を行うことができ

る（意欲・技能）」小学校や特別支援学校の教員を養成する。 

 さらに本学の理念である「違いを共に生きる」の実現に向け、学校という場にとどまら

ず、生涯学習分野での指導者養成をも視野に入れ、＜小学校教員養成科目Ｃ＞＜生涯学習

指導者養成科目＞として、「子どもを取り巻く社会環境や歴史に広い視野を持つことがで

きる（思考・判断）」力を伸ばしていく。 

【英文学科】 

 本学科が求める 4つの能力の習得のために、開講科目を〈基礎モジュール〉〈基礎〉

〈充実〉〈発展〉〈スキル発展〉〈キャリアデザイン〉〈英語教員養成プログラム〉〈海

外研修〉に分類し、その中から興味と関心に応じて体系的に選択学習ができるようにカリ

キュラムを編成する。 

1 年次では、＜基礎科目＞等を通じて、「英語で自在に会話ができる（関心・意欲）」

ための基礎力を身につける。2年次は、＜基礎モジュール科目＞や＜充実科目＞を通じ

て、「英語を母語とする国々の歴史・文化・思想について認識できる（知識・理解）」力



  

を養う。これらの力は、＜海外研修科目＞を履修し、半期または 1年に渡る海外留学を通

しても身につけられる。3年次では、＜発展科目＞や各ゼミを通して、専門分野の教育研

究を行い、4 年次では、卒業論文作成を完成させる。そこでは、日本語だけでなく「英語

で読み、英語で考えることができる（思考・判断）」力や「英語で意見表明およびディス

カッションするなど、英語でコミュニケーションができる（技能・表現・態度）」力を育

成し、社会人としても通用する論理的思考力やプレゼンテーション能力を習得する。さら

に、キャリアに必要な知識や技能を習得するための＜キャリアデザイン科目＞や教員志望

者のために＜英語教員養成プログラム＞を開講している。 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/examination/policy/faculty.html?id=QuickNavi  ） 

（概要） 

 

文学部は、〈言葉の力〉を不断に練磨することにより、〈人間探究〉の精神と〈創造的

思考力〉とを身につけて、社会の発展に寄与したいと考えている意欲的な学生の入学を求

める。 

 具体的には、次の能力を求めたい（3 学科共通） 

1. 物事の本質を認識する能力。 

2. 課題を発見し、解決策を提示する能力。 

3. 問題を分析し、情報を整理する能力。 

4. 論理的に思考し、思考結果を発信する能力。 

 

●国文学科 

 国文学科は、国文学の専門知識を生かして社会の発展に寄与したいと考えている意欲的

な学生の入学を求める。 

具体的には、次のような能力を求めたい。 

1. 文章・言語表現を正しく読解する能力。 

2. 文学作品を深く鑑賞する能力。 

3. 考えたことを文章化する能力。 

 

●総合英語学科 

総合英語学科は、英語運用能力を生かして社会に貢献したいと考えている意欲的な学生

の入学を求める。 

具体的には、次のような能力・関心を求めたい。 

1. 英語でコミュニケーションするための基礎的能力。 

2. 言語や英語圏の文化に対する強い関心。 

3. 異文化体験に対する強い興味・関心。 

 

●教育学科 

教育学科は、子どもたちの未来を切り拓く、人間性豊かな教員を目指す意欲的な学生の

入学を求める。 

具体的には、次のような姿勢・態度を求めたい。 

1. 教育に対する強い関心と熱い志。 

2. 人間や社会に対する幅広い関心と愛情。 

3. 新しい時代の教育に必要な知識・技能を習得しようとする積極的な姿勢。 

 

 
人間情報学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.aasa.ac.jp/guidance/about/policy.html ） 



  

（概要） 

 

人間情報学科は、大学の理念である「違いを共に生きる」を念頭に、「人間理解」を基

本理念として人間の心の仕組や行動、動作に至るまで人間の特性を明らかにしながら、ユ

ニバーサルデザイン社会の実現に貢献できる情報技術と情報マネージメントの理論構築・

開発・応用を、文系の知と理系の知の接続により教育・研究していくことを目的とする。

この理念・目的は、合理的・論理的・科学的に思考する力、変わりゆく人間社会の未来を

予測できる力、様々な情報資源を的確に活用できる力、そして人にやさしい情報社会に貢

献できる人材の育成をめざすものである。 

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/diploma_policy_fac.html） 

（概要） 

 

人間情報学部人間情報学科では、「合理的・論理的・科学的に思考する力」、「変わり

ゆく人間社会の未来を予測できる力」、「様々な情報資源を的確に活用できる力」、そし

て「ヒューマンフレンドリーな情報社会に貢献できる力」を身に付けた人材を育成するこ

とをめざしている。この目標を達成するために、以下にあげるような能力を修得した学生

に学位を授与する。 

 

人間情報学部人間情報学科（3 専修共通） 

（1）人間情報学についての学問の内容と方法を理解し、ものづくりや情報サービスに活

用することができる（知識・理解） 

（2）人間、情報、コンピュータの特性を科学的に考察し、合理的・論理的・科学的に思

考や判断することができる（思考・判断） 

 

情報デザイン専修 

（1）人間の感性やユニバーサルデザインの観点から情報サービス・製品・空間を効果的

にデザインできる（関心・意欲・態度） 

（2）人にやさしく豊かなデジタルライフを提案・創造できる（技能・表現・態度） 

 

心理情報専修 

（1）より良いモノづくりや情報サービスに向けて、心理学の観点から、人間とモノとの

関わりを理解・考察することができる（関心・意欲・態度） 

（2）人間の知覚特性や行動特性を科学的に検証し、定量化・可視化・文章化することが

できる（技能・表現・態度） 

 

情報システム専修 

（1）情報システムの設計・開発や情報サービス提供のための問題探求能力を身に付けて

いる（関心・意欲・態度） 

（2）適切な情報活用のために、ユーザの多様性に配慮した情報システムや情報サービス

を企画・提案できる（技能・表現・態度） 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/curriculum_policy_fac.html） 



  

（概要） 

 

 人間情報学部は、合理的・論理的・科学的に思考する力、変わりゆく人間社会の未来を

予測できる力、様々な情報資源を的確に活用できる力、そしてヒューマンフレンドリーな

情報社会に貢献できる力を身に付けた人材の育成を目指している。この人材育成の目標に

もとづき、1 年次から 3年次配当の「学部共通科目」、2年次からの専修分属以降の「専修

の専門科目」に分けて、以下のような方針でカリキュラムを編成する。 

【学部共通科目】 

 人間情報学の基礎となる幅広い知識と、人間、情報、そしてコンピュータの特性を科学

的・論理的に考察できる能力を身に付けることを目標として、キャリア形成、ものづくり

の基礎、人間理解の基礎、情報活用の基礎、コンピュータの基礎の授業分野から学部共通

科目を用意する。 

【専修の専門科目】 

情報デザイン専修は、人にやさしく豊かなデジタルライフを提案・創造し、今後のヒュ

ーマンフレンドリーな情報社会に貢献する人材の育成を目指し、クリエイティブデザイ

ン、情報デザイン、プロダクトデザイン、及び各コース別の卒業研究・制作の授業分野か

ら専修の専門科目を用意する。 

心理情報専修は、変わりゆく人間社会の未来を予測し、より良い情報サービスやシステ

ム開発に自分の能力を活かせる人材の育成を目指し、心理学研究法、知覚心理学、発達・

社会心理学、比較・生理心理学、心理・工学応用、及びコースの卒業研究の授業分野から

専修の専門科目を用意する。 

情報システム専修は、情報に価値を見出す企業や図書館・出版流通に寄与できる能力を

身につけた人材の育成を目指し、人間社会と情報、情報メディアの利用、システム設計・

開発、情報マネジメント、図書館情報サービス、及び各コース別の卒業研究・制作の授業

分野から専修の専門科目を用意する。 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/examination/policy/faculty.html?id=QuickNavi  ） 

（概要） 

 

１．学生に期待すること 

 人間情報学部人間情報学科では、「変わりゆく人間社会の未来を予測できる力」「様々

な情報資源を的確に活用できる力」、そして「ヒューマンフレンドリーな情報社会に貢

献できる力」を身に付けた人材の育成をめざしている。そのために学生に期待するこ

とは、「人間」、「情報」、「コンピュータ」について好奇心をもち、それらの 3 つの

視点から柔軟な思考力によって現代社会における問題の所在を発見し、論理的かつ実

証的に問題解決を図れることである。 

２．学生募集に際して重視すること 

 人間情報学部人間情報学科では、自らの勉学の集大成である「卒業プロジェクト（卒

業研究）」に重点を置いている。それに向けて、人間の性質やコンピュータを活用した

情報分析、情報デザイン、情報サービス、情報メディア、および情報システムに興味や

関心を持ち、自らの力で論理性と実証性をもって問題解決に取り組める思考力、意欲、

および基礎学力を有していることを重視する。 



  

３．入学前学習として推奨すること 

 高校の主要教科の基礎学力をバランスよく確実に身に付けるとともに、課外活動な

どにも積極的に取り組むことで行動力や責任感を養うことを推奨する。また、テレビ、

新聞、雑誌、インターネットなどの様々なメディアを通して、最新の調査・分析情報や

社会情報システムの動向について日常的な情報収集を行い、人間、情報、およびコンピ

ュータの性質を踏まえた総合的な視点からそれらの理解や評価に努めることを推奨す

る。 

 

 
心理学部 

教育研究上の目的 

（https://www.aasa.ac.jp/guidance/about/policy.html ） 

（概要） 

 

心理学科は、〈心の多様性と普遍性の理解〉を基本理念とし、人間行動のさまざまな現

象を現代心理学の主要な領域から多角的な視点で総合的に究明する教育研究を行う。これ

により、他者を尊重するとともに、自己を正しく表出しうる人材、さらには人間関係の中

で生じる諸問題に適切に対処し得る人材を育成することを目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/diploma_policy_fac.html） 

（概要） 

 

現代の心理学は実証主義に基づく経験科学であり、また、現実生活で生じる人と人、人

と環境のダイナミックな相互作用現象を問題にする行動科学である。したがって、現象を

机上のみで理解するのではなく、現象を捉える客観的なデータの収集、分析、考察という、

段階的に積み上げていく科学的アプローチが必要とされる。心理学部ではこのような特徴

をもつ現代心理学の学修を通じて、心の多様性と普遍性を理解し、他者を尊重するととも

に、自己を正しく表出することができる人材、さらには人間関係の中で生じる諸問題に適

切に対処することができる人材を育成することを目指している。この目標を達成するため、

人間行動のさまざまな現象を現代心理学の主要な領域である「生理・認知」「社会」「発

達」「臨床」の 4 つの領域から多角的な視点で総合的に究明するカリキュラムを編成し、

以下のような知識・能力を身につけた者に学位を授与する。 

• 心の多様性と普遍性、人と人、人と環境の相互作用を理解する力 

• 科学的な根拠に基づいて実証的に分析し、論理的に思考する力 

• 幅広い人間行動や社会現象の中から問題点を発見し解決していく力 

• ディスカッションやプレゼンテーションを含むコミュニケーション力 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/curriculum_policy_fac.html） 

（概要） 

 

本学部が目指す『４つの知識・能力を身につけた人材』の養成を実現するために、以下

のような方針でカリキュラムを編成する。 

『心の多様性、普遍性に気づき、人と社会がどのように相互作用するのかを理解する力』

を効果的に獲得するため、「心理学的な視点の広さ」と「科目間の有機的なつながり」を

十分に考慮して 1、2 年次の科目を配し、各授業を計画する。また、それらの授業は専任教

員が中心となって担当する。 



  

 「心理学」は、中等教育では学習されておらず、間違ったイメージを持っている可能性

が高いことに鑑み、1 年次には心理学の基礎知識を幅広く学べる科目を配置する。心理学

への興味関心を維持、喚起するため、1 年次から 2 年次にかけては、段階的に、より高度で

新しい心理学の知識の修得を目標とした科目を、「生理・認知」「社会」「発達」「臨床」

の領域でそれぞれ配置する。学生には、この 4領域を偏りなく履修することを求める。 

 心の多様性、普遍性に気づき、理解するためには、以上のような 1、2年次での幅広い視

点からの段階的学修が必要不可欠である。この幅広い視点をさらに広げるため、専門領域

に特化した心理学講義科目を 3 年次以降に配し、自由な履修を求める。また、心理学的視

点だけでなく、人文科学的・社会科学的視点も得るため、心理学関連領域の講義科目を 2

年次以降に配置し、自由な履修を求める。 

『科学的根拠に基づいて実証的に分析し、それに基づいて論理的に思考する力』を学ぶ

ため、知識を修得するための科目と同時に、1年次から実習、演習科目を必修とする。目に

は見えない心の働きを数量化、分類化することは、論理的に思考するために必要不可欠で

ある。そのため、実際に他人からデータを採取する実習、演習科目を 1 年次から 4 年次ま

で、段階的に配置する。実習、演習科目で扱う題材は、基礎的知識を修得する科目で学ん

だことに依拠するものとし、また実習、演習科目で求められるスキルもそれまでの科目で

修得したものとする。これらの実習、演習科目では、仮説の導出、データ収集・分析から

結論を論理的に導く過程を学ぶだけでなく、グループでのディスカッションや、口頭、並

びに研究レポートによる研究成果のプレゼンテーションを通じた、『コミュニケーション

力』の向上も目指すものとする。 

公認心理師資格取得を強く希望する学生には、1 年次より講義科目並びに実習科目を段

階的に履修するように求める。公認心理師につながる心理職の知識・技能を獲得するため

に、1、2 年次より心理職の知識や関連領域の講義科目を配置し、2 年後期からは、心理的

支援の知識に関する講義科目や心理的支援の技術に関する実習、演習科目を用意する。 

3 年次以降の 2 年間は、専門演習、いわゆるゼミを用意し、ゼミに所属することを全員

に求める。これは、1、2年次で修得した基礎知識とスキルを基に、学生自らが見つけた問

いを、学生自らが心理学的アプローチにより実証し、卒業研究として完遂することを求め

るためである。これを修学の集大成とする。卒業研究完成にいたる過程は、『幅広い人間

行動や社会現象の中から問題点を発見し解決する力』の向上につなげるものとする。学生

が研究を実施するにあたり、その多様な関心に応えられるよう、専門が異なる多くの専任

教授陣を用意し十分な指導をおこなう。 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/examination/policy/faculty.html?id=QuickNavi  ） 

（概要） 

 

１．学生に期待すること 

 心理学部では、人間に関わるさまざまな現象に関心を持ち、論理的かつ客観的に分

析していく姿勢が求められる。また、人の心の問題について自分なりの考えを持って

いるだけでなく、異なる意見を持つ人たちと議論しながら考えをまとめていくことも

必要となる。こうした学修活動に積極的に取り組むことが期待される。 

２．学生募集に際して重視すること 

 心理学部では、自らおこなう心理学の研究を卒業論文という形でまとめる。そのた

めには、図表などからデータを読み取り、それに基づいて客観的に考え、まとめる力が

必要である。また、自分の考えを主張するだけでなく、多角的な視点をふまえた上で他

者と議論するコミュニケーションの力も必要となる。さらに、本学心理学部で学ぶこ

とができる内容についても、偏りなく把握しておくことが重要である。 

３．入学前学習として推奨すること 

 心理学は、文系・理系といった枠にとらわれない。文章理解力や数学的な分析力はも

とより、人間の生物学的な特徴の理解も必要であるし、社会学的な視点も必要である。



  

つまり、高校で学ぶ主要教科の基礎学力をバランスよく確実に身につけておく必要が

ある。そのため、受験のための教科以外についても、高校までの学習内容を復習してお

くことが大切である。 

 

 
創造表現学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.aasa.ac.jp/guidance/about/policy.html ） 

（概要） 

創造表現学科 創作表現専攻は、知的財産としての言語文化・表象文化に関する見識を

持ち、その価値の継承・発信の社会的意義を理解しつつ、自己の考えを的確に伝えること

のできる人材の育成を目的とし、文化的叡智に幅広く触れることで総合的な判断力を養

い、文芸を中心とした創造的な表現活動に携わり得る知識と表現技術を身につけるための

教育研究を行う。 

 創造表現学科 メディアプロデュース専攻は、ビジュアルメディアを中心に映像制作、

メディアコンテンツ制作、コミュニケーションデザインなどの分野でメディアの特徴を活

かし戦略的に企画・立案できる人材の養成を目的とし、変化する情報メディア社会の諸課

題に適切な対処ができ、豊かな自己表現を通して情報発信し得る専門的知識と実践的能力

を身につけるための教育研究を行う。 

 創造表現学科 建築・インテリアデザイン専攻は、建築・インテリアデザイン及びそれ

に関連する分野で活躍する人材の養成を目的とし、環境、歴史、文化、機能、経済性やエ

ネルギーなどの多様な条件を読み解き、現代社会の様々な課題に取り組むとともに、将来

にわたる長いタイムスパンで都市や人々の生活を描く構想力を持ち、広く社会に貢献しう

る専門的知識と優れた実践的能力を身につけるための教育研究を行う。 

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/diploma_policy_fac.html） 

（概要） 

 

創造表現学部では、それぞれの専攻の学修を通じて「表現力」「創造力」「コミュニケ

ーション力」を高めることによって、豊かな自己表現ができ、実社会の諸問題にも適切な

対処ができる人材の育成を目標にしている。この教育目標を達成するために、以下にあげ

るような能力を修得した学生に学位を授与する。 

 

【創作表現専攻】 

（1）知的財産としての言語文化・表象文化に関する見識を持ち、その価値の継承・発信

の社会的意義を理解することができる。（知識・関心・理解） 

（2）文化的叡智に幅広く触れることで総合的な判断力を養い、自己の考えを他者に的確

に伝えることができる。（思考・判断） 

（3）文芸を中心とした創造的な表現活動に携わり得る知識と実践的な表現技術とを身に

つけることができている。（技能・表現） 

 

【メディアプロデュース専攻】 

（1）PC やメディア機器を使用する映像処理を理解し、ビデオやパンフレットなどのメ

ディアコンテンツの制作に関する基礎知識を身につけている。（技能・表現） 

（2）各種メディアの特徴を理解し、メディアを利用して豊かに表現、発想ができ、戦略



  

的に企画・立案する能力を身につけている。（関心・態度） 

（3）現代社会の問題を読み解き、時代のニーズを的確に捉え、社会的視座を持って問題

解決に臨むことができる。（知識・理解） 

 

【建築・インテリアデザイン専攻】 

（1）周辺環境、文化的背景、機能や経済性などの多様な条件を読み解き、建築・インテ

リアに関わる各種課題を解決するために必要な思考力・判断力を有する。（思考・

理解・判断） 

（2）コンセプトを的確に伝えるプレゼンテーション能力と共同作業に必要なコミュニケ

ーション能力を身につけている。（表現・態度） 

（3）建築の専門的知識と技能を身に付け、一級建築士などの資格を目指すことができる。

（知識・技能） 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/curriculum_policy_fac.html） 

（概要） 

 

1 創造表現学部のカリキュラム・ポリシー 

 

 創造表現学部では、人間のあらゆる創造活動の中から言語表現、視覚的情報伝達、空間

造形に特化してそれぞれを柱とする専攻を設け、作品を「生み出す」行為を学術的に理論

づけ、実践的に学べるようカリキュラムを編成する。また、創造性を涵養し、実社会で豊

かに表現できる人材を育成するという目標を達成するために、各分野において「表現力」

「創造力」「コミュニケーション力」を高められるよう具体的な課題解決を題材として学

んでいくことを重視しており、それらは特に演習や実習の授業の中でアクティブに展開さ

れる。そのため、教員にも実務家や芸術家・作家を多く揃え、学生の創造活動を幅広く支

援できるような授業体制をとる。 

学修の進行にも配慮し、1年次には、創作の魅力に触れる機会を提供して学修意欲を高

めるとともに、多様な表現方法の存在に目を向けられるような科目を用意する。2 年次か

ら 3年次にかけては、基礎から応用へと移行するための科目を習熟度に従って段階的に展

開し、4年次には卒業プロジェクトやゼミの演習を通じて学修の成果を作品や論考として

まとめることを主眼とする。さらに、学部共通科目や他専攻の授業を自らの興味・関心に

沿って履修することもできるようにし、多角的・総合的な視野を養うことができるような

システムを整える。各専攻のカリキュラム・ポリシーは次の通りである。 

創作表現専攻 

（1）1・2年次は、基礎科目の学修と基礎演習等によるアカデミックリテラシーの養成と

を軸にして、文芸を中心とした創造的な表現活動に携わるための基礎的な知識およ

び能力を身につける。 

（2）3・4年次は、応用科目の学修と演習での協同学習とを軸に表現技術を磨き、卒業プ

ロジェクトに学修成果を結実させる。 

 

メディアプロデュース専攻 

（1）講義科目を通じて、メディアプロデュースに関するさまざまな専門知識を身につけ

る。 

（2）実習系の授業を通じて、コンテンツに関する企画・構想力、表現力などのスキルを

身につける。 

（3）ゼミや演習系の授業を通じて、グローバル社会や地域文化、メディア産業等に関す

る知識を生かす術を身につけ、コミュニケーション能力を身につける。 



  

建築・インテリアデザイン専攻 

（1）講義科目を通じて、建築の専門知識を基礎から応用まで身につける。 

（2）豊富な実習系の授業を通じて、様々なプレゼンテーションスキルを身につける。 

（3）実験系の授業を通じて、物理現象を体験・理解し、専門技術を身につける。 

（4）ゼミや演習系の授業を通じて、共同作業を行い、実社会で役に立つスキルを身につ

けるため、具体的な問題解決を前提とした課題に取り組む。 

（5）一級建築士、建築施工管理技士、インテリアプランナー等の資格取得に必要な指定

科目を学修することによって、それぞれの専門分野で役に立つ知識・能力を身につ

ける。 

 

2 学部共通科目の設置 

 

 創造表現のスキルを磨くことは重要な課題であるが、何を表現し発信すべきであるの

か、その理念や発想こそが最も重要な部分である。本学部では、社会や文化に対する意識

や分析能力の向上を教育の重点課題とし、次の三つの観点からバックグラウンドの充実を

図っていけるように、各専攻の学修の基盤となる学部共通科目を設置する。 

（1）芸術的素養を身につける 

文学・文芸・美術・デザイン・音楽等、芸術作品を理解する力を高め、創作意欲に

結びつけ、芸術的素養を磨いていく。 

（2）科学的分析力を身につける 

現状を把握し読み解く力、論理的思考力、具体的提案能力など基礎的な思考力を高

め、創造活動の深化に結びつけていく。 

（3）社会的視野を広げる 

社会・民族・宗教・政治・文化・歴史の諸問題に対する理解力を高め、現代社会の

状況を論理的に分析できる力を育み、創造活動の基盤を強化する。 

 

3 カリキュラムの全体構成 

 

 授業科目は学部共通科目と各専攻の専門科目とに二分されるが、学生は、学部共通科目

と各専攻の専門基礎科目との学修を足がかりにして、以後、学年進行にしたがって、応用

科目・発展科目へと段階的に履修する。 

 授業科目の形態上の分類は、講義と演習、論文と制作、机上研究（デスクワーク）と体

験的学修（フィールドワーク）といった組み合わせからなり、更に、学修の段階に応じて

理論系・制作系の科目と演習（ゼミ）とを配置する。 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/examination/policy/faculty.html?id=QuickNavi  ） 

（概要） 

 

創造表現学部では、文章、映像、または建築などの領域において、創造性豊かに表現す

ることに関心を持ち、また、各分野において受け継がれている独自の表現する文化の理解

に努める人を歓迎する。「表現力」「創造力」「コミュニケーション力」を高め、自らが情

報発信できる能力を磨きたいと考える人、積極的に様々なメディアの表現やその研究に取

り組みたいと考える学生に入学を期待している。 

 

●創造表現学科 創作表現専攻 

1. 知的財産としての言語文化・表象文化について興味のある人 

2. 本専攻のカリキュラムを理解し、文芸を中心とした創造的な表現活動に携わり得る知

識と実践的な表現技術とを修めるのに必要な基礎学力を有している人 

3. 書くことと発表することに積極的に取り組む意欲のある人 



  

 

●創造表現学科 メディアプロデュース専攻 

1. デジタルメディア、ソーシャルメディア、映像表現などヴィジュアルメディアを学び

たい人 

2. メディア文化、コミュニケーション社会、コンテンツビジネスに興味のある人 

3. マスコミやネット社会の課題に関心がある人 

 

●創造表現学科 建築・インテリアデザイン専攻 

1. 建築・住宅・インテリアを学びたい人 

2. 都市・建築の文化や歴史に興味のある人 

3. まちづくりなど社会的な問題に関心がある人 

 

 
健康医療科学部 

教育研究上の目的 

（https://www.aasa.ac.jp/guidance/about/policy.html ） 

（概要） 

 

医療貢献学科 言語聴覚学専攻においては、言語聴覚士の国家資格を目指し、専門家と

して中心的な役割を担い得る人材、および言語聴覚士の職能の範囲にとどまらず、必要に

応じて新しい検査・評価・訓練・指導の技法の開発や、新しい適切な支援の技術の開発を

行い得る知識と技能を有する人材の育成のために必要な教育研究を行う。 

 

 医療貢献学科 視覚科学専攻においては、視能訓練士の国家資格を目指し、専門家とし

て中心的な役割を担い得る人材、および視能訓練士の職能の範囲にとどまらず、必要に応

じて新しい検査・評価・訓練・指導の技法の開発や、新しい適切な支援の技術の開発を行

い得る知識と技能を有する人材の育成のために必要な教育研究を行う。 

 

 スポーツ・健康医科学科 スポーツ・健康科学専攻においては、スポーツ・運動科学お

よび健康科学に関する幅広い知識を有し、その知識を背景に、生涯にわたる健康の維持・

増進に携わる専門家として認められる人材、および生涯健康に関する諸問題に対し、自ら

考え、解決策を見出し、それをもとに行動できる人材を育成するために必要な教育研究を

行う。 

 

 スポーツ・健康医科学科 救急救命学専攻においては、救急救命士の国家資格を目指

し、健康と救急救命を中心とした医学に関する基礎的な知識を有し、社会に貢献できる人

材、救急救命士として科学的根拠にもとづく論理的思考、総合的な観察力と判断力および

コミュニケーション能力を有し、病院前救護の専門家として人命を守る中心的役割を担う

人材の育成のために必要な教育研究を行う 

 

 健康栄養学科においては、管理栄養士の国家資格を目指し、幅広い教養と、専門的かつ

科学的な知識、高度な実践能力を有し、人々の健康の保持増進、生活の質の向上を通して

健康長寿社会に貢献していく中心的な役割を担い得る人材の育成のために必要な教育研究

を行う。 

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/diploma_policy_fac.html） 

（概要） 

 



  

〈2021 年度入学者〉 

 健康医療科学部は高齢者や障がいのある人をはじめ、すべての人の生活の質を向上する

ことに貢献し得る人材、さらに良い人間関係を築くための対人技術および他者への理解

と尊重を有する人材の育成を目標にしている（態度）。この教育目標を達成するため

に、以下の能力を習得した学生に学位を授与する。 

 

【医療貢献学科（言語聴覚学専攻）】 

① 言語聴覚士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知

識と技能を有する者（知識・技能） 

② 職能の範囲にとどまらず、豊かなコミュニケーション能力を有し、必要に応じて問

題点を発見し、新しい検査・評価・訓練・指導・支援の技法の開発および評価を行い

得る知識と技能を有する者（意欲・判断力・開発力・コミュニケーションスキル） 

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科

学的思考力） 

 

【医療貢献学科（視覚科学専攻）】 

① 視能訓練士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知

識と技能を有する者（知識・技能） 

② 職能の範囲にとどまらず、必要に応じて問題点を発見し、新しい検査・評価・訓

練・指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意欲・判

断力・開発力） 

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科

学的思考力） 

 

【スポーツ・健康医科学科（スポーツ・健康科学専攻）】 

① スポーツ・運動科学および健康科学に関する幅広い知識を有し、その知識を背景

に、生涯にわたる健康の維持・増進に携わる専門家として認められる者（知識・技

能） 

② 修得した知識をもとに生涯健康に関する諸問題に対し、自ら考え、解決策を見出

し、それをもとに行動できる者（意欲・判断力・創造力・行動力） 

③ スポーツ、運動および健康に関する問題に対し、科学的な根拠にもとづいて実証的

に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学的思考力） 

 

【スポーツ・健康医科学科（救急救命学専攻）】 

① 救急救命士の国家資格を目指し、健康と救急救命を中心とした医学に関する基礎的

な知識を有し、その知識を背景として人命を守り、社会に貢献できる者（知識・技

能） 

② 救急救命士として必要とされる総合的な観察力、知識にもとづいた判断力、および

コミュニケーション能力を有し、それをもとにチームワークとリーダーシップのある

行動ができる者（観察力・判断力・コミュニケーションスキル・行動力） 

③ 救急救命士として求められる科学的根拠にもとづいた論理的な思考力を有する者

（科学的思考力） 

 

【健康栄養学科】 

① 管理栄養士として必要な幅広い教養と、専門的かつ科学的知識、高度な実践能力を

有し、人々の健康の保持・増進、生活の質の向上を通して健康長寿社会に貢献してい

く高い志を有する者（知識・技能） 

② 強い使命感と判断力、豊かなコミュニケーション能力を有し、各ライフステージお

よび人々の状況に対応した適切な栄養管理を、他職種と協調しながら遂行できる者

（意欲・判断力・コミュニケーションスキル） 

③ 「健康」と「栄養」、「食」に関する問題を自ら発見し、問題解決に向け、科学的根



  

拠に基づいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（創造的・科学的思

考力） 

 

〈2020 年度入学者〉 

 健康医療科学部は高齢者や障がいのある人をはじめ、すべての人の生活の質を向上する 

ことに貢献し得る人材、さらに良い人間関係を築くための対人技術および他者への理解と

尊重を有する人材の育成を目標にしている（態度）。この教育目標を達成するために、以

下の能力を習得した学生に学位を授与する。 

 

医療貢献学科（言語聴覚学専攻） 

① 言語聴覚士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識

と技能を有する者（知識・技能） 

② 職能の範囲にとどまらず、豊かなコミュニケーション能力を有し、必要に応じて問題

点を発見し、新しい検査・評価・訓練・指導・支援の技法の開発および評価を行い得

る知識と技能を有する者（意欲・判断力・開発力・コミュニケーションスキル） 

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学

的思考力） 

 

医療貢献学科（視覚科学専攻） 

① 視能訓練士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識

と技能を有する者（知識・技能） 

② 職能の範囲にとどまらず、必要に応じて問題点を発見し、新しい検査・評価・訓練・

指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意欲・判断力・

開発力） 

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学

的思考力） 

 

スポーツ・健康医科学科 

① スポーツ科学および健康医科学に関する幅広い知識を有し、その知識を背景に、生涯

にわたる健康の維持・増進に携わる専門家として認められる者（知識・技能） 

② 習得した知識をもとに生涯健康に関する諸問題に対し、自ら考え、解決策を見出し、

それをもとに行動できる者（判断・関心・行動） 

③ 健康と運動に関する問題に対し、科学的な根拠にもとづいて実証的に分析する能力

を有する者（科学的思考力） 

 

健康栄養学科 

① 管理栄養士として必要な幅広い教養と、専門的かつ科学的知識、高度な実践能力を有

し、人々の健康の保持・増進、生活の質の向上を通して健康長寿社会に貢献していく

高い志を有する者（知識・技能） 

② 強い使命感と判断力、豊かなコミュニケーション能力を有し、各ライフステージおよ

び人々の状況に対応した適切な栄養管理を、他職種と協調しながら遂行できる者（意

欲・判断力・コミュニケーションスキル） 

③ 「健康」と「栄養」、「食」に関する問題を自ら発見し、問題解決に向け、科学的根

拠に基づいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（創造的・科学的思

考力） 

 

〈2017 年度～2019 年度入学者〉 

健康医療科学部は高齢者や障がいのある人をはじめ、すべての人の生活の質を向上する

ことに貢献し得る人材、さらに良い人間関係を築くための対人技術および他者への理解と

尊重を有する人材の育成を目標にしている（態度）。この教育目標を達成するために、以

下の能力を習得した学生に学位を授与する。 



  

医療貢献学科（言語聴覚学専攻） 

① 言語聴覚士の国家資格獲得を目指し、障がい者支援のための専門家として必要な知

識と技能を有する者（知識・技能） 

② 職能の範囲にとどまらず、必要に応じて問題点を発見し、新しい検査・評価・訓練・

指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意欲・判断

力・開発力） 

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科 

学的思考力） 

 

医療貢献学科（視覚科学専攻） 

① 視能訓練士の国家資格を目指し、障がい者支援のための専門家として必要な知識と

技能を有する者（知識・技能） 

② 職能の範囲にとどまらず、必要に応じて問題点を発見し、新しい検査・評価・訓練・

指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意欲・判断

力・開発力） 

③ 科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科

学的思考力） 

 

スポーツ・健康医科学科 

① スポーツ科学および健康医科学に関する幅広い知識を有し、その知識を背景に、生

涯にわたる健康の維持・増進に携わる専門家として認められる者（知識・技能） 

② 習得した知識をもとに生涯健康に関する諸問題に対し、自ら考え、解決策を見出し、

それをもとに行動できる者（判断・関心・行動） 

③ 健康と運動に関する問題に対し、科学的な根拠にもとづいて実証的に分析する能力

を有する者（科学的思考力） 

 

健康栄養学科 

① 管理栄養士として必要な幅広い教養と、専門的かつ科学的知識、高度な実践能力を

有し、人々の健康の保持・増進、生活の質の向上を通して健康長寿社会に貢献して

いく高い志を有する者（知識・技能） 

② 強い使命感と判断力、豊かなコミュニケーション能力を有し、各ライフステージお

よび人々の状況に対応した適切な栄養管理を、他職種と協調しながら遂行できる者

（意欲・判断力・コミュニケーションスキル） 

③ 「健康」と「栄養」、「食」に関する問題を自ら発見し、問題解決に向け、科学的根

拠に基づいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（創造的・科学的

思考力） 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/curriculum_policy_fac.html） 

（概要） 

 

【2021年度入学者】 

本学部は 3 学科（言語聴覚学専攻および視覚科学専攻を含む医療貢献学科、スポーツ・

健康科学専攻および救急救命学専攻を含むスポーツ・健康医科学科、健康栄養学科）で構

成され、カリキュラムは、「高齢者や障がいのある人をはじめ、すべての人の生活の質を向

上することに貢献し得る人材、さらに良い人間関係を築くための対人技術および他者への

理解と尊重を有する人材」を育成するために不可欠な基礎的知識とスキルを身につける目

的で設定された「学部基礎科目」と、それぞれの学科・専攻のディプロマ・ポリシーにも

とづいて編成された学科・専攻ごとの「専門教育科目」によって構成する。 

 



  

医療貢献学科 

言語聴覚学専攻 

 

本専攻では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成す

る。 

 

「言語聴覚士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識

と技能を有する者（知識・技能）」となるために、言語聴覚学に関する知識と技能を学ぶた

めの科目を 1 年次から 4 年次にかけて段階的に必修科目で配置する。1 年次では、学部基

礎科目と専門基礎科目において主に基礎医学、臨床医学、心理学、言語学に関する科目を

配置し、言語聴覚学に関連する基礎内容について学ぶ。2年次には、言語聴覚に関する高度

な内容を修得するため、コミュニケーション障害に関する専門中心科目を多く配置する。

並行して、2 年次後期から 3 年次前期にかけて障がい児・者の協力を得て、検査や訓練の

実際について理解を深めるための学内実習科目を配置する。さらに 3 年次には実習前演習

を実施し、学内で学んだ知識・技能をもとに、学外の臨床現場で実施する臨地実習を行う

ことで、高度な実践能力の獲得を目指す。4 年次では学内外で学んだことについての理解

をさらに深めるための演習科目を配置し、言語聴覚学の知識と技能の総仕上げを行う。 

 

「職能の範囲にとどまらず、豊かなコミュニケーション能力を有し、必要に応じて問題

点を発見し、新しい検査・評価・訓練・指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知

識と技能を有する者（意欲・判断力・開発力・コミュニケーションスキル）」となるために

は、実験や統計、心理に関する知識と幅広い対象者と接する機会が必要不可欠である。そ

のため、1 年次から測定方法やデータ解析に関する科目、人を理解するための科目を必修

とする。これらの科目で学んだ知識をもとに、2年次では職能の範囲にとどまらず、高齢者

施設・保育施設における体験実習をとおして幅広い対象者とのコミュニケーションについ

て学修する。3年次では、人を対象にした測定を行う演習科目を配置し、言語聴覚に関する

高度な心理測定法やアセスメント法についてデータ収集の方法と分析の実際について理解

を深める。 

 

「科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学

的思考力）」となるためには、実験・統計に関して修得した知識をもとにして、研究を実践

するためのスキルを学ぶ必要があり、そのための演習科目を段階的に必修で配置する。1年

次では、実験レポートや研究プレゼンテーション、グループディスカッションによって基

本的なスキルを身につける。3 年次前期からの 2 年間は、研究ゼミに所属することを全員

に求める。学生は、科学研究に必要な方法論について学び、関心のある言語聴覚学の諸問

題について問いを自ら見つけ、実証することが求められる。その成果は 4 年次に提出する

卒業論文としてまとめられ、これを修学の集大成とする。 

 

視覚科学専攻 

本専攻では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成す

る。 

 

「視能訓練士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識

と技能を有する者（知識・技能）」となるために、視覚科学に関する知識と技能を学ぶため

の科目を 1 年次から 4 年次にかけて段階的に必修科目で配置する。1 年次では、学部基礎

科目と専門基礎科目において主に基礎医学に関する科目を配置し、人体の生理・解剖など

基本的な内容について学ぶ。2年次には、視覚に関する高度な内容を修得するため、専門中

心科目において視能矯正と視覚心理に関する専門科目を配置する。3 年次からは検査や訓

練の実際について理解を深めるための実習科目を配置する。学内で学んだ知識・技能をも

とに、学外の臨床現場で実施する臨地実習を行うことで、高度な実践能力の獲得を目指す。

4 年次では学内外で学んだことについての理解をさらに深めるための演習科目を配置し、



  

視覚科学の知識と技能の総仕上げを行う。 

 

「職能の範囲にとどまらず、必要に応じて問題点を発見し、新しい検査・評価・訓練・

指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意欲・判断力・開

発力）」となるためには、実験や統計に関する知識が必要不可欠である。そのため、1年次

から測定方法やデータ解析に関する科目を必修とする。これらの科目で学んだ知識をもと

に、2 年次では人を対象にした測定を行う演習科目を配置し、データ収集の方法と分析の

実際について理解を深める。さらに視覚に関する高度な実験的方法について学ぶための演

習科目を 3年次に配置し、自由な履修を求める。 

 

「科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学

的思考力）」となるためには、実験・統計に関して修得した知識をもとにして、研究を実践

するためのスキルを学ぶ必要があり、そのための演習科目を段階的に必修で配置する。1年

次では、実験レポートや研究プレゼンテーション、グループディスカッションによって基

本的なスキルを、2 年次で科学研究に必要な方法論について学ぶ。3年次から 2年間は、研

究ゼミに所属することを全員に求める。学生は、関心のある視覚科学の諸問題について問

いを自ら見つけ、実証することが求められる。その成果は 4 年次に提出する卒業論文とし

てまとめられ、これを修学の集大成とする。 

 

スポーツ・健康医科学科 

スポーツ・健康科学専攻 

本専攻では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成す

る。 

 

「スポーツ・運動科学および健康科学に関する幅広い知識を有し、その知識を背景に、

生涯にわたる健康の維持・増進に携わる専門家として認められる者（知識・技能）」になる

ために、専門科目に 3 つの科目群「基礎科目」「応用科目」「研究科目」を構成し、これら

の科目を 1年次から 4 年次にかけて段階的に配置する。「基礎科目」は、基礎的な分野に属

する科目群であり、1・2年次を中心に配置する。「基礎科目」はスポーツ科学、体育学、医

学、メンタルヘルス、栄養学の各分野の基礎科目であり、これらの分野の必修科目を履修

することによって、学校教育および健康教育・ヘルスプロモーションに関する入門的な内

容を幅広く修めることができる。「応用科目」は入門的な内容を修めた学生を対象としたよ

り専門性の高い内容を学修する科目群であり、2・3年次を中心に配置する。「応用科目」で

は、身体のメカニズムと健康のあり方、スポーツ・運動の知識とその技術や指導法を、ま

たメンタルヘルスや栄養学を学ぶことによって、多角的に健康を維持・増進する方法を理

解することを目標としている。さらに、「研究科目」である健康科学研究Ⅰ～Ⅳにおいてス

ポーツ・運動科学および健康科学の知識と技能の総仕上げを行う。 

 

「修得した知識をもとに生涯健康に関する諸問題に対し、自ら考え、解決策を見出し、

それをもとに行動できる者（意欲・判断力・創造力・行動力）」になるためには、研究法や

統計学に関する知識が必要不可欠である。そのため、2 年次からは調査法や各分野におけ

る演習科目を配置し、各分野における測定の方法やデータの分析に関する理解を深める。

さらに、３年次には研究手法や実践的な統計法を学ぶ科目を必修科目として配置し、研究

を実践するための能力を高めている。 

 

「スポーツ、運動および健康に関する問題に対し、科学的な根拠にもとづいて実証的に

分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学的思考力）」になるためには、健康科学に

関する知識をもとにした研究を実践する能力が必要である。そのための演習科目を段階的

に配置し、1 年次はレポートやプレゼンテーション、グループディスカッションの基本的

なスキルを学び、2 年次では研究の方法論を学ぶ。3年次から 2年間、学生は研究ゼミに所

属し、関心のあるスポーツ・運動科学および健康科学の諸問題について問いを自ら見つけ、



  

仮説を生成し、実証することが求められる。その成果は 4 年次に提出する卒業論文として

まとめられ、本専攻での学修を結実させていくとともに、卒業後の進路を見据えた専門知

識・技能の定着を図る。 

 

 

救急救命学専攻 

本専攻では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成す

る。 

 

「救急救命士の国家資格を目指し、健康と救急救命を中心とした医学に関する基礎的な

知識を有し、その知識を背景として人命を守り、社会に貢献できる者（知識・技能）」を育

成するために、健康科学および救急救命学に関する知識と技能を学ぶ科目を 1 年次から 4

年次にかけて段階的に必修科目として配置する。1 年次では主に基礎医学に関する科目を

配置し、人体の解剖・生理など基本的な内容を学ぶ。2 年次には救急救命に関する高度な知

識を修得するために内科・外科学に関する専門科目を配置する。3 年次にはより専門性の

高い知識と技能を修得するために消防署や病院での臨地実習を配置し、救急車同乗実習・

病院実習において組織的な活動と高度な実践力の獲得を目指す。4 年次には学内外で学ん

だことについての理解をさらに深めるための演習科目および実習科目を配置し、救急救命

および救急現場において必要となる知識、技能の総仕上げを行う。 

 

「救急救命士として必要とされる総合的な観察力、知識にもとづいた判断力、およびコ

ミュニケーション能力を有し、それをもとにチームワークとリーダーシップのある行動が

できる者（観察力・判断力・コミュニケーションスキル・行動力）」になるために、救急救

命士として必要な実践力を修得するための学内実習を各学年に配置する。1年次、2年次は

救急現場での基礎的な技術や特定行為（医師の具体的指示を得て行う救急救命処置）の理

論と手技を修得する。3年次、4 年次には個人のスキルを活かすとともに、チームで協働す

る実践力を体系的に修得する。 

 

「救急救命士として求められる科学的根拠にもとづいた論理的な思考力を有する者（科

学的思考力）」となるためには、救急救命に関する知識をもとにした研究を実践する能力が

必要である。そのための演習科目を段階的に配置し、1 年次はレポートやプレゼンテーシ

ョン、グループディスカッションの基本的なスキルを学び、2 年次では研究に必要な方法

論を学ぶ。3 年次から 2 年間、研究ゼミに所属し、関心のある救急救命の問題を自ら発見

し、問題解決に向け、科学的根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を

身につける。その成果は 4 年次に提出する卒業論文としてまとめられ、本専攻での学修を

結実させていくとともに、卒業後の進路を見据えた専門知識・技能の定着を図る。 

 

健康栄養学科 

本学科では、「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成

する。 

 

本学科は、管理栄養士養成課程であるため、法令に適合した専門基礎分野および専門分

野からなる科目編成を基本として、管理栄養士として必要な幅広い教養と、専門的かつ科

学的知識、高度な実践能力を有し、人々の健康の保持・増進、生活の質の向上を通して健

康長寿社会に貢献していく知識・技能を有する人材養成を達成するために、必要な科目を

体系的に編成する。 

 

教育内容としては、1年次を中心に、専門基礎科目のほか、学科基礎科目を導入し管理栄

養士の社会的役割について理解を深めながら、学びに対する動機付けと将来に向けた目標

設定を促すための科目を配置する。2年次・3 年次は、主として管理栄養士として必要な高

度な専門知識を身につけるための科目を中心に配置する。このうち 3 年次の臨地実習とそ



  

の事前・事後学修のための科目、在宅を含む対象者への適切な栄養管理が実践できるため

の知識と技術を修得するための科目などを配置して、強い使命感と判断力、豊かなコミュ

ニケーション能力を有し、各ライフステージおよび人々の状況に対応した適切な栄養管理

を、他職種と協調しながら遂行できる人材養成を図る。3 年次・4 年次では、これまでの学

びの集大成として、積み上げてきた各分野における知識と技能を融合させながら、少数で

構成されるゼミナールによる卒業研究指導科目、および各専任教員の専門領域に関する演

習科目などの学科発展科目を配置して「健康」と「栄養」、「食」に関する問題を自ら発見

し、問題解決に向け、科学的根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を

有する人材養成を図る。 

 

これらの教育内容を効果的に学修できるように、専門基礎科目、専門中心科目および学

科発展科目の学修方法は、講義に加え、実験・実習・演習も組み入れながら、基礎的な知

識と実践的な技能の修得を図る。 

 

学修の成果は、学期ごとの定期的な成績評価と、3年次の臨地実習評価、4年次の総合演

習および卒業研究に対する評価によって確認し、最終的にディプロマ・ポリシーの到達状

況を判断する。 

 

【2020年度入学者】 

本学部は 3 学科（言語聴覚学専攻および視覚科学専攻を含む医療貢献学科、スポーツ・

健康医科学科、健康栄養学科）で構成され、カリキュラムは、「高齢者や障がいのある人を

はじめ、すべての人の生活の質を向上することに貢献し得る人材、さらに良い人間関係を

築くための対人技術および他者への理解と尊重を有する人材」を育成するために不可欠な

基礎的知識とスキルを身につける目的で設定された「学部基礎科目」と、それぞれの学科・

専攻のディプロマ・ポリシーにもとづいて編成された学科・専攻ごとの「専門教育科目」

によって構成する。 

 

医療貢献学科（言語聴覚学専攻） 

 本専攻では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成

する。 

 

 「言語聴覚士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識

と技能を有する者（知識・技能）」となるために、言語聴覚学に関する知識と技能を学ぶ

ための科目を 1 年次から 4年次にかけて段階的に必修科目で配置する。1 年次では、学部

基礎科目と専門基礎科目において主に基礎医学に関する科目を配し、人体の生理・解剖な

ど基本的な内容について学ぶ。2 年次には、言語聴覚に関する高度な内容を修得するた

め、コミュニケーション障害に関する専門中心科目を多く配する。並行して、2年次後期

から 3年次前期にかけて障がい児・者の協力を得て、検査や訓練の実際について理解を深

めるための学内実習科目を配する。さらに 3年次には実習前演習を実施し、学内で学んだ

知識・技能をもとに、学外の臨床現場で実施する臨地実習を行うことで、高度な実践能力

の獲得を目指す。4 年次では学内外で学んだことについての理解をさらに深めるための演

習科目を配し、言語聴覚学の知識と技能の総仕上げを行う。 

 「職能の範囲にとどまらず、豊かなコミュニケーション能力を有し、必要に応じて問題

点を発見し、新しい検査・評価・訓練・指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知

識と技能を有する者（意欲・判断力・開発力・コミュニケーションスキル）」となるため

には、実験や統計、心理に関する知識と幅広い対象者と接する機会が必要不可欠である。

そのため、1 年次から測定方法やデータ解析に関する科目、人を理解するための科目を必

修とする。これらの科目で学んだ知識をもとに、2年次では職能の範囲にとどまらず、高

齢者施設・保育施設における体験実習をとおして幅広い対象者とのコミュニケーションに

ついて学修する。3 年次では、人を対象にした測定を行う演習科目を配し、言語聴覚に関



  

する高度な心理測定法やアセスメント法についてデータ収集の方法と分析の実際について

理解を深める。 

「科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学

的思考力）」となるためには、実験・統計に関して修得した知識をもとにして、研究を実

践するためのスキルを学ぶ必要があり、そのための演習科目を段階的に必修で配する。1

年次では、実験レポートや研究プレゼンテーション、グループディスカッションによって

基本的なスキルを、3年次後期に科学研究に必要な方法論について学ぶと同時に、3年次  

後期からの 1年半は、研究ゼミに所属することを全員に求める。学生は、関心のある言語

聴覚学の諸問題について問いを自ら見つけ、実証することが求められる。その成果は 4年

次に提出する卒業論文としてまとめられ、これを修学の集大成とする。 

医療貢献学科（視覚科学専攻） 

本専攻では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成

する。 

 

「視能訓練士の国家資格を目指し、障がい児・者支援のための専門家として必要な知識

と技能を有する者（知識・技能）」となるために、視覚科学に関する知識と技能を学ぶた

めの科目を 1年次から 4年次にかけて段階的に必修科目で配置する。1年次では、学部基

礎科目と専門基礎科目において主に基礎医学に関する科目を配し、人体の生理・解剖など

基本的な内容について学ぶ。2年次には、視覚に関する高度な内容を修得するため、専門

中心科目において視能矯正と視覚心理に関する専門科目を配する。3年次からは検査や訓

練の実際について理解を深めるための実習科目を配置する。学内で学んだ知識・技能をも

とに、学外の臨床現場で実施する臨地実習を行うことで、高度な実践能力の獲得を目指

す。4 年次では学内外で学んだことについての理解をさらに深めるための演習科目を配

し、視覚科学の知識と技能の総仕上げを行う。 

「職能の範囲にとどまらず、必要に応じて問題点を発見し、新しい検査・評価・訓練・

指導・支援の技法の開発および評価を行い得る知識と技能を有する者（意欲・判断力・開

発力）」となるためには、実験や統計に関する知識が必要不可欠である。そのため、1 年

次から測定方法やデータ解析に関する科目を必修とする。これらの科目で学んだ知識をも

とに、2年次では人を対象にした測定を行う演習科目を配し、データ収集の方法と分析の

実際について理解を深める。さらに視覚に関する高度な実験的方法について学ぶための演

習科目を 3年次に配置し、自由な履修を求める。 

「科学的な根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考する能力を有する者（科学

的思考力）」となるためには、実験・統計に関して修得した知識をもとにして、研究を実

践するためのスキルを学ぶ必要があり、そのための演習科目を段階的に必修で配する。1

年次では、実験レポートや研究プレゼンテーション、グループディスカッションによって

基本的なスキルを、2年次で科学研究に必要な方法論について学ぶ。3年次から 2 年間

は、研究ゼミに所属することを全員に求める。学生は、関心のある視覚科学の諸問題につ

いて問いを自ら見つけ、実証することが求められる。その成果は 4年次に提出する卒業論

文としてまとめられ、これを修学の集大成とする。 

 

スポーツ・健康医科学科 

本学科では「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編成

する。 

 

「スポーツ科学および健康医科学に関する幅広い知識を有し、その知識を背景に、生涯

にわたる健康の維持・増進に携わる専門家として認められる者（知識・技能）」になるた

めに、3つの専門科目群「専門基礎科目」、「専門中心科目」、「発展科目」を構成し、



  

これらの科目を 1年次から 4 年次にかけて段階的に配置する。専門基礎科目は、比較的基

礎的な分野に属する科目群であり、「健康医科学領域」・「健康スポーツ領域」・「健康

環境領域」の基礎科目によって構成され、3領域の必修科目を履修することによってすべ

ての領域について幅広く入門的な内容を修めることができる。専門中心科目群は入門的な

内容を修めた学生を対象としたより専門性の高い内容を学習する科目群であり、「健康医

科学領域」の科目群では身体のメカニズムと健康のあり方を扱い、「健康スポーツ領域」

では運動の知識と技術を身につけ、活用・指導法を学び、「健康環境領域」では栄養とメ

ンタルヘルスを中心として多角的に健康を保つ方法を理解することを目標としている。さ

らに、発展科目である健康科学研究Ⅰ～Ⅳにおいてスポーツ・健康科学の知識と技能の総

仕上げを行う。 

「習得した知識をもとに生涯健康に関する諸問題に対し、自ら考え、解決策を見出し、

それをもとに行動できる者（判断・関心・行動）」になるためには、研究法や統計学に関

する知識が必要不可欠である。そのため、1年次から統計関連の 2科目を必修とする。こ

れらの科目で学んだ知識をもとに、2年次では調査法や各領域における演習科目を配し、

各領域における測定の方法やデータの分析に関する理解を深める。さらに、３年次には研

究手法や実践統計学を必修科目として配置し、研究を実践するための能力を高めている。 

「健康と運動に関する問題に対し、科学的な根拠にもとづいて実証的に分析する能力を

有する者（科学的思考力）」になるためには、健康科学に関する知識をもとにした研究を

実践する能力が必要である。そのための演習科目を段階的に配し、1年次は健康医科学基

礎演習においてレポートやプレゼンテーション、グループディスカッションの基本的なス

キルを学び、2年次では研究の方法論を学ぶ。3年次から 2年間、学生は研究ゼミに所属

し、関心のあるスポーツ・健康科学の諸問題について問いを自ら見つけ、仮説を生成し、

実証することが求められる。その成果は 4 年次に提出する卒業論文としてまとめられ、本

学科での学習を結実させていくとともに、卒業後の進路を見据えた専門知識・技能の定着

を図る。 

 

健康栄養学科 

本学科では、「3つの人材養成像」を実現するために、以下の方針でカリキュラムを編

成する。 

 

本学科は、管理栄養士養成課程であるため、法令に適合した専門基礎分野および専門分

野からなる科目編成を基本として、管理栄養士として必要な幅広い教養と、専門的かつ科

学的知識、高度な実践能力を有し、人々の健康の保持・増進、生活の質の向上を通して健

康長寿社会に貢献していく知識・技能を有する人材養成を達成するために、必要な科目を

体系的に編成する。 

教育内容としては、1年次を中心に、専門基礎科目のほか、学科基礎科目を導入し管理

栄養士の社会的役割について理解を深めながら、学びに対する動機付けと将来に向けた目

標設定を促すための科目を配置する。2 年次・3年次は、主として管理栄養士として必要

な高度な専門知識を身につけるための科目を中心に配置する。このうち 3年次の臨地実習

とその事前・事後学修のための科目、在宅を含む対象者への適切な栄養管理が実践できる

ための知識と技術を修得するための科目などを配置して、強い使命感と判断力、豊かなコ

ミュニケーション能力を有し、各ライフステージおよび人々の状況に対応した適切な栄養

管理を、他職種と協調しながら遂行できる人材養成を図る。3年次・4年次では、これま

での学びの集大成として、積み上げてきた各分野における知識と技能を融合させながら、

少数で構成されるゼミナールによる卒業研究指導科目、および各専任教員の専門領域に関

する演習科目などの学科発展科目を配置して「健康」と「栄養」、「食」に関する問題を



  

自ら発見し、問題解決に向け、科学的根拠にもとづいて実証的に分析し、論理的に思考す

る能力を有する人材養成を図る。 

 これらの教育内容を効果的に学修できるように、専門基礎科目、専門中心科目および学

科発展科目の学修方法は、講義に加え、実験・実習・演習も組み入れながら、基礎的な知

識と実践的な技能の修得を図る。 

学修の成果は、学期ごとの定期的な成績評価と、3年次の臨地実習評価、4年次の総合

演習および卒業研究に対する評価によって確認し、最終的にディプロマ・ポリシーの到達

状況を判断する。 

【2017年度～2019 年度入学者】 

本学部は 3 学科（言語聴覚学専攻および視覚科学専攻を含む医療貢献学科、スポーツ・

健康医科学科、健康栄養学科）で構成され、カリキュラムは学科・専攻ごとの専門教育科

目と、学部共通である「学部基礎科目」が設定されている。学部基礎科目は健康医療科学

を学ぶ上で不可欠な基礎的知識とスキルを身につける目的で設定されている科目である。 

 

医療貢献学科（言語聴覚学専攻） 

（1）専門基礎科目 

言語聴覚学の専門科目のうち、比較的基礎的な分野に属する科目であり、言語聴覚

学のより専門的な学習の基盤となる科目によって構成された科目群である。 

（2）専門中心科目 

言語聴覚士国家試験受験資格専門科目を中核として、言語聴覚学の専門職者として

要求される言語聴覚に関する音声学・音響学、心理言語発達学、コミュニケーション

障害学の知識と技能の習得を目的とする科目である。言語聴覚学の専門家として、健

常者の言語能力、聴覚能力の特性、その障害の評価、訓練・指導、支援について、既

成の知識、技能にとらわれず、当該分野の発展に資する能力を習得することが求めら

れる。また、すべての学生が言語聴覚学に関する独自の卒業研究を行い、卒業論文と

してまとめることが求められる。 

 

医療貢献学科（視覚科学専攻） 

（1）専門基礎科目 

視覚科学の専門科目のうち、比較的基礎的な分野に属する科目であり、視覚科学の

より専門的な学習の基盤となる科目によって構成された科目群である。 

（2）専門中心科目 

視能訓練士国家試験受験資格専門科目を中核として、視覚科学の専門職者として要

求される視覚の認知科学および視覚心理物理学の知識と技能の習得を目的とする科

目である。視覚科学の専門者として健常者の視知覚、視覚認知の特性、障害の評価、

訓練・指導・障害者の支援について、既成の知識・技能にとらわれず、当該分野の発

展に資する能力を習得することが求められる。また、すべての学生が視覚科学に関わ

る独自の卒業研究を行い、卒業論文としてまとめることが求められる。 

 

スポーツ・健康医科学科 

スポーツ・健康医科学科の専門科目群は「専門基礎科目」、「専門中心科目」、「発展科目」

から構成されている。学科で定めた必修科目を含め、これらの科目群から学生の問題意識・

関心に応じて系統的に科目を選択学修し、その成果を卒業研究（健康科学研究）として結

実させる。 

（1）専門基礎科目 

専門科目のうち、比較的基礎的な分野に属する科目群である。専門教育への導入の

ための科目群（「基礎」、「研究」）と「健康医科学領域」・「健康スポーツ領域」・「健康

環境領域」の基礎科目によって構成されている。 



  

（2）専門中心科目 

「健康医科学領域」・「健康スポーツ領域」・「健康環境領域」に関わる諸分野につい

て、より専門性の高い内容を学習する科目群と、卒業研究（健康科学研究）に対する

基礎知識を習得するための科目群（「研究」）によって構成されている。健康スポーツ

領域科目群には体育実技科目やスポーツ実技科目が含まれている。 

（3）発展科目 

専門基礎科目、専門中心科目の学習段階をふまえ、学生が独自の卒業研究（健康科 

学研究）を行う、ゼミナール形式の科目群（「研究」）である。 

 

健康栄養学科 

本学科の教育理念は、管理栄養士として必要な幅広い教養と、専門的かつ科学的な知識、

高度な実践能力を有し、人々の健康の保持・増進、生活の質の向上を通して健康長寿社会

に貢献していく人材を養成することである。この目的を達成するために、以下のような体

系でカリキュラムを編成している。 

（1）学科基礎科目 

本学科の教育理念や専門教育への導入と、管理栄養士の社会的役割などの理解を深

める中で、学びに対する動機付けと将来に向けた目標設定のための科目である。 

（2）専門基礎科目 

「社会・環境と健康」、「人体の構造と機能及び疾病の成り立ち」、「食べ物と健康」

の学びを通して、管理栄養士として必要な専門知識の基礎や技術を修得する科目であ

る。 

（3）専門中心科目 

管理栄養士として必要な高度な専門知識と、各ライフステージおよび人々の状況に

対応した適切かつ円滑な栄養管理が遂行できる実践能力を身に付けるための科目で

あり、また、多職種との連携の中で、在宅療養者へ適切な栄養管理が実践できるため

の知識と技術を修得するための科目である。 

（4）学科発展科目 

これまでの学びの集大成として、積み上げてきた各分野における知識と技能を融合

させながら、各専任教員の専門領域に関する演習を通して、「健康」と「栄養」、「食」

に関する問題を自ら発見し、問題解決に向け、科学的根拠に基づいて実証的に分析し、

論理的に思考する能力を養う科目である。 

（5）資格取得科目 

食品衛生監視員および食品衛生管理者の任用資格、健康運動実践指導者の資格取得

のために必要な知識を身に付けるための科目である。 

（6）教職科目 

栄養教諭一種免許状取得のための免許法施行規則に定められた「栄養に係る教育に

関する科目」である。 

 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/examination/policy/faculty.html?id=QuickNavi  ） 

（概要） 

 

本学部は、言語聴覚学・言語聴覚障害学、視能矯正学・視能訓練学、救急医療・救急救

命学の専門家としての医療人の養成、心身の健康に関する広範な知識をもった教員を含め

た生涯健康社会のリーダーの育成、そして、「栄養」、「食」の専門家として医療や健康科学

の現場で活躍する人材の養成を目指している。 

 上記の目標を達成するために、入学者には次の 4点を期待する。 

1. 医療を含め、健康維持や健康回復に関する高い関心を有し、将来、こうした分野の専

門家として社会貢献する強い意思を有していること。 



  

2. 病気や障がいのある人、高齢者などに対して、「違いを共に生きる」の理念に基づき、

尊敬と人権尊重の精神を有し、日常的な生活においても、こうした精神を実践できる

ような人間性を有していること。 

3. 新しい知識や技能の習得に積極的で勉強熱心であり、科学的思考力、論理的思考力、

実践的行動力を習得しているか、それらを新たに習得することに積極的であること。 

4. 人間関係において、適切な自尊感情を有するとともに、他者を尊重し、良好な関係を

築くことのできるコミュニケーション能力を習得していること。あるいは、それらを

新たに向上させることに積極的であること。 

 

●医療貢献学科 言語聴覚学専攻 

1. 学生に期待すること 

 言語聴覚士の国家資格をめざす強い意思を持ち、専門領域を学ぶ意欲と情熱を持つ

ことを期待する。 

2. 学生募集に際して重視すること 

 自己表現力、読解力、作文能力、論理的思考力を身に付けていることと、豊かなコ

ミュニケーション能力を身に付けていることが重要と考える。 

3. 入学前学習として推奨すること 

 以下のことを通して言語聴覚士の職務内容などについて情報を得、自らの関心につ

いて自覚することが望まれる。 

・オープンキャンパス参加、言語聴覚士の職場見学、ボランティア活動 

・書籍やマスメディアを用いた言語聴覚学に関する情報収集 

 

●医療貢献学科 視覚科学専攻 

1. 学生に期待すること 

 視覚の研究を通して科学的思考と問題解決の方法論を習得するとともに、医療にふ

れる中で健康への安心と人への温かくかつ真面目な姿勢を養い、社会の現場において

自己実現をするとともに信頼される人材となることを期待する。 

2. 学生募集に際して重視すること 

 本専攻では医療職である視能訓練士の資格取得も目的の一つである。医療職に求め

られる健康科学への関心と、コミュニケーション能力を重視する。 

3. 入学前学習として推奨すること 

 日本語能力を含む基礎学力の充実と、広い分野の読書を推奨する。また、ボランテ

ィア活動の経験も推奨する。 

 

●スポーツ・健康医科学科 スポーツ・健康科学専攻 

1. 学生に期待すること 

 本専攻は、体と心の健康に関する広範な知識を持った生涯健康社会のリーダーの育

成を目指している。健康や運動に関する知識だけでなく、社会の動きにも興味を持ち

積極的に学ぶ姿勢を持つことを期待する。 

2. 学生募集に際して重視すること 

 心身の健康に関して学ぶ姿勢、社会情勢についての広い関心を持っていること、さ

らに、自らの健康だけではなく社会に資するために、他者への配慮を心がけることや

円滑なコミュニケーションをはかることも重要だと考える。 

3. 入学前学習として推奨すること 

 教科書的な知識だけでなく、書籍やマスメディアからも広く健康・スポーツ・社会

に関して学んでおくことが望まれる。 

 

 

●スポーツ・健康医科学科 救急救命学専攻 

1. 学生に期待すること 

 本専攻は、救急救命の専門知識および実践力を身につけ、医療と地域社会の課題解



  

決に貢献できる質の高い救急救命士を育成することを目指している。救急医療に関す

る知識だけでなく、国内外の社会情勢等にも積極的に興味を持ち、見聞を広め学ぶ姿

勢を持つことを期待する。 

2. 学生募集に際して重視すること 

 生命を守り、社会に貢献したいという強い信念を持っていること。さらに、救急救

命士の資格を取得し、消防、自衛隊、海上保安庁、 警察等の地方・国家公務員、医療

機関等で活躍したいという強い意欲があることも重要であると考える。 

3. 入学前学習として推奨すること 

 救急救命士として求められる知識や技術を身につけるために、基礎的な学力を有す

るための事前学習が望まれる。また、メディアや書籍を通して社会や健康に関して広

く学んでおくことが推奨される。 

 

●健康栄養学科 

1. 学生に期待すること 

 「栄養」、「食」の科学に関する学修・研究を通して科学的思考と問題解決の方法

論を修得すると共に、管理栄養士の現場にふれる中で保健・医療・福祉への関心と豊

かな人間性を養い、社会の現場において自己実現できる人材となることを期待する。 

2. 学生募集に際して重視すること 

 保健・医療・福祉に関して高い関心と真摯に学ぶ姿勢、社会情勢や当該分野に関連

する様々な事象に対して向学心を持っていること、さらに、自らの健康だけでなく、

社会に資するために他者への配慮を心掛けることや円滑なコミュニケーション能力

を持っていることも重要である。 

3. 入学前学習として推奨すること 

 高等学校で学ぶ生物、化学の基礎的な知識を身に付けておくことに加え、「健康」、

「栄養」、「食」に関する分野の図書や雑誌、新聞記事などを読んでおくことを推奨

する。 

 

 
福祉貢献学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.aasa.ac.jp/guidance/about/policy.html ） 

（概要） 

 

福祉貢献学科 社会福祉専攻においては、社会福祉士、精神保健福祉士等の国家資格を

目指し専門職としての実践を通して社会に貢献する人材、及び教育や福祉に関する専門的

知識･実践力･マインドを習得し、福祉社会の成熟に貢献できる人材の育成のために必要な

教育研究を行う。 

 

 福祉貢献学科 子ども福祉専攻においては、保育士や幼稚園教諭の資格取得を目指し、

幼児教育の専門家として中心的な役割を担い得る人材、及び幼児教育の範囲にとどまらず

社会福祉の知識をも利用して、社会が必要とすることに積極的にかかわれる人材の育成を

目指し必要な教育研究を行う。 

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/diploma_policy_fac.html） 



  

（概要） 

 

福祉貢献学部では、福祉に関する社会のしくみと対象の理解に必要な基礎知識を修得し

たうえで、対象者の求めと必要を理解し、総合的に判断・実践できる人材の育成を目標に

している。この教育目標を達成するために、以下にあげるような能力を習得した学生に学

位を授与する。 

① 知識・理解 

人を多面的に理解し、人と社会環境の視点から問題・課題を理解することができる。 

② 関心・意欲・態度 

乳幼児期から高齢期までの人々の尊厳を重視してかかわることができる。 

③ 思考・判断 

対象者の求めと必要を理解し、総合的に判断することができる。 

④ 技能・表現 

体験と実習をとおして学びを深め、専門職としての基礎的実践力を身につけている。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/curriculum_policy_fac.html） 

（概要） 

 

福祉貢献学部では、乳幼児期から高齢期までの各ライフステージにおいて、すべての人

が一人の人間として尊重され、その人らしく豊かな人生を送ることができる社会を希求す

る福祉マインドを養うことを目的としている。そして、超少子高齢社会で活躍する福祉マ

インドをもった高度な専門性を備えた福祉専門職、ならびに広く社会の様々な分野で活躍

し、共生社会の実現に貢献する人材を育成するという二つの目的を達成するため以下のよ

うな方針でカリキュラムを編成する。 

 福祉貢献学部独自のカリキュラムでは、1・2年次学部基礎科目において「福祉マイン

ドを培う」「福祉に関する社会のしくみと対象の理解」に必要な基礎知識を修得するとと

もに、1年次から 4 年次まで「対象者の求めと必要」を理解し、「総合的に判断・実践で

きる力」を身につけるため各専攻が設定した科目群において、それぞれの段階で、福祉・

教育に関する知識と研究方法を学修することができる。 

 以下、福祉貢献学部各専攻の独自のカリキュラムの設置の教育的狙いについて概要を示

す。 

① 社会福祉専攻 

 

社会福祉専攻では、社会福祉、精神保健福祉、福祉関連の 3 つの科目群を置き、社会福

祉士、精神保健福祉士等の国家資格を目指し、専門職としての実践を通して社会に貢献す

る人材、および教育や福祉に関する専門的知識・実践力・マインドを習得し、福祉社会の

成熟に貢献できる人材の育成のためのカリキュラムを編成する。資格取得に向けて、社会

福祉学および関連する学問の知識を学修するとともに援助技術・実践力を体系的に積み上

げることができるようにするだけでなく、人々の生活に向き合い、地域社会に貢献する人

間力を身につけることも視野に置いている。 

1 年次より社会福祉の本質・目的、社会のしくみを理解し、対象者に関する基礎理論を学

ぶ科目を配置する。 

2・3 年次 社会福祉援助の基礎的技術を習得し、対象者の求めと必要に応じた総合的判

断をすることができる科目と実習を配置する。 

4 年次 ゼミをとおして、専門的な学びを深め、卒業研究に取り組む。 

 



  

② 子ども福祉専攻 

 

子ども福祉専攻では、子ども家庭福祉、保育・幼児教育、子ども福祉関連の 3 つの科目

群を置き、保育士資格や幼稚園教諭免許状の取得を目指し、幼児教育の専門家として中心

的な役割を担い得る人材、および幼児教育の範囲にとどまらず社会福祉の知識をも利用し

て、社会が必要とすることに積極的にかかわれる人材の育成を目指す。さらに卒業研究お

よび資格・免許の取得に向けて取り組む中で、子ども福祉および関連領域の学問の知識を

学修するとともに保育・幼児教育の技術・実践力を体系的に積み上げることができるよう

にする。 

1 年次 保育・幼児教育の本質・目的を理解し、子どもの発達に関する基礎理論を学ぶ科

目を配置する。 

2・3 年次 保育の基礎的技術、内容、方法を身につけ、子どもが主体の環境を構成する

ための科目と実習を配置する。 

4 年次 ゼミをとおして、専門的な学びを深め、卒業研究に取り組む。 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/examination/policy/faculty.html?id=QuickNavi  ） 

（概要） 

 

福祉貢献学部は、福祉マインドを培い、福祉的な思考と実践力を身に付け、社会福祉、

及び子ども福祉分野で活躍したいと希望する学生を求める。 

 

●福祉貢献学科 社会福祉専攻  

1. 学生に期待すること 

 社会福祉の仕事に関心を持ち、人間や社会について広い視野に立って学ぶととも

に、福祉現場での実習や地域活動に主体的に取り組み、実践力を育てることを期待す

る。 

2. 学生募集に際して重視すること 

 様々な人々と関わり援助することに前向きに取り組む姿勢や肯定的な人間関係を

育む能力を有すること。また、大学での学びの基盤となる高校等での学習習慣と基礎

学力が養われていることを重視する。 

3. 入学前学習として奨励すること 

 社会福祉の専門職は、人の生活に直面しなければならない。メディア等を通じて生

活問題や社会福祉の動向に関心を持ち、考える習慣を身につける。また、様々な活動

に参加し、主体的な行動力と安定した社会性を培う。 

 

●福祉貢献学科 子ども福祉専攻 

1. 学生に期待すること 

 保育士や幼稚園教諭の仕事に関心を持ち、必要な専門的知識や技術の習得に取り組

むこと。人間形成に関わる仕事の重要性を自覚し、個性豊かな保育者をめざして努力

することを期待する。 

2. 学生募集に際して重視すること 

 子どもの成長を援助することに前向きに取り組む姿勢や、肯定的な人間関係を育む

能力を有すること。また、大学での学びの基盤となる高校等での学習習慣と基礎学力

が養われていることを重視する。 

3. 入学前学習として奨励すること 

 保育士や幼稚園教諭など子どもの育ちや子育てを支援する専門職には、寛容な人間

性と多様な能力が要求される。様々な活動に参加し、主体的な行動力と安定した社会

性を培うこと。また、子どもや家庭を取り巻く社会の動向にも目を向ける。 

 



  

 
交流文化学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.aasa.ac.jp/guidance/about/policy.html ） 

（概要） 

 

交流文化学科は、さまざまな文化的背景を持つ人々との交流を通して、広い視野から社

会を眺め、多様な考え方、生き方、文化を受け入れることができる積極的な姿勢、そして

新しい社会・文化を生成する力を育成するための教育研究を行う。学部の理念に基づき構

成される、「ランゲージ」「国際交流・観光」の２専攻の理念及び教育目的は、次のとお

りである。 

 

ランゲージ専攻は、言語・文化を深く理解するとともに、実践的な言語活用能力を兼ね

備えた人材の育成を目的とし、英語、中国語、韓国・朝鮮語の語学スキル、日本語を母語

としない人への日本語教授法を身につけるための教育研究を行う。 

 

国際交流・観光専攻は、広い視野と柔軟な思考力とともに、地域社会・地域観光、国際

社会・国際観光の発展に貢献できる実践力を兼ね備えた人材の育成を目的とし、国際交流

や異文化への理解とスキル、観光に関する幅広い知識やホスピタリティの理解及びそのス

キルを身につけるための教育研究を行う。 

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/diploma_policy_fac.html） 

（概要） 

 

交流文化学部は、様々な文化的背景を持つ人々との交流を通して、相互理解と尊重に基

づきグローバル社会の発展に積極的に貢献する人材の育成を目標にしている。この教育目

標を達成するために、以下の能力を修得した学生に学位を授与する。 

（1）多文化・異文化に関する基本的な知識を習得し、広い視野から社会をとらえ、理解

することができる。（知識・理解） 

（2）多様な考え方・生き方を受け入れることができる。（態度） 

（3）獲得した知識・技能・態度などを活用して問題の解決を図ることや新しい社会・文

化を生成することに貢献できる。（思考・判断） 

（4）日本語と特定の外国語を用いて、読み・書き・聞き・話すことができる。多様な文

化的背景を持つ人々と効果的なコミュニケーションができる。（技能・表現） 

（5）継続的に、自律して学習・探求することができる。（関心・意欲） 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/curriculum_policy_fac.html） 

（概要） 

 

本学部では、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に基づき、様々な文化背景を持

つ人々との交流を通して、相互理解と尊重に基づきグローバル社会の発展に積極的に貢献

する人材を育成するために、以下のようにカリキュラムを編成し、実施する。 

 

1. 一人一人の学生の興味・関心・適性に応じて、多角的に学ぶことを可能にさせるとと

もに、専門性を備えた知識と実践的な能力を習得させるために、ランゲージおよび国

際交流・観光の 2つの専攻を置く。ランゲージ専攻には 4つの専攻プログラム、国際



  

交流・観光専攻は 2つのコースと 5 つの専攻プログラムを設ける。学生は、1年次に

広範囲にわたるカリキュラムの中からさまざまな学問領域の履修を進めた後に、自ら

の専攻において専門分野としての専攻プログラムを決定する。 

 

2. 専門分野の知識・能力を着実に習得させるために、専門科目に中心科目、基盤科目、

体験科目、プロジェクト科目の 4つの科目群を設けるとともに、すべての学生に、基

盤科目における 1つ以上の外国語を履修すること、また体験科目の所定の単位数を修

得することを義務付ける。 

   中心科目：専門分野の知識を習得させるために、基礎的な科目から発展的な科目へ

と段階的に講義科目を配置する。 

 基盤科目：国際社会で活用できる言語コミュニケーション能力を身に付けさせるた

めに、英語・中国語・韓国語などの言語科目を体系的・段階的に配置する。 

 体験科目：実践的な能力を習得させるために、特定の事象や事例についてディスカ

ッションや模擬実践活動などを通して学ぶケーススタディ科目、国内外の現場での学

修を主眼に置いた語学研修やフィールドスタディ科目を設ける。 

 プロジェクト科目：本学部が目指す国際社会に貢献できる人材の育成を目指し、

様々なタイプのプロジェクトの実施に必要な企画力や分析力を養成するために必修科

目としてのプロジェクト科目を設置する。学生は 1年次には基礎演習を履修し、文献

検索・プレゼンテーション・論文作成など基礎的なアカデミックスキルを演習形式で

習得し、2、3年次には交流文化演習を履修し調査の実施や企画の立案と実行により専

門領域に関する知見を深め、4年次には卒業プロジェクトを通して、修学の集大成で

ある卒業研究論文の完成を目指す。 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/examination/policy/faculty.html?id=QuickNavi  ） 

（概要） 

 

●交流文化学科 ランゲージ専攻 

１．学生に期待すること 

 ランゲージ専攻では、しっかりとした日本語力を基礎に様々な言語や文化の知識そ

してコミュニケーション能力の修得を通して、国際社会で活躍したいと考える人材の

入学を期待している。 

２．学生募集に際して重視すること 

 次のことに関心を持ち、個性を伸ばし、自らを磨いていこうという意欲のある人を

歓迎する。 

（1）幅広い視野から異文化を理解する力を身につけたい人。 

（2）文化の知識、多言語活用能力をはじめとする異文化コミュニケーション能力の向

上を目指す人。 

（3）外国語を使用したスピーチ、ライティング、演劇など自己表現、また言語を教育

する力を身につけたい人。 

３．入学前学習として推奨すること 

（1）世界の言語・文化への関心を持ち、自らの基礎的なコミュニケーション能力の向

上に努める。 

（2）言葉を使用して自らを表現する一方、他の人の自己表現から学ぶ態度を養う。 

（3）自らの母語である日本語の知識とスキルを伸ばす。 

（4）お互いを理解・尊重し合い、他人の喜びを共に喜び合える態度を養う。 

 

●交流文化学科 国際交流・観光専攻 

１．学生に期待すること 

 国際交流・観光専攻では、現代社会で起こるさまざまな事象を多方面からとらえ、



  

かつ社会の発展に寄与するために実践力・行動力を持つ人材へと成長することを目指

す人々の入学を期待している。 

２．学生募集に際して重視すること 

 次のことに関心を持ち、個性を伸ばし、自らを磨いていこうという意欲のある人を

歓迎する。 

（1）幅広い視野から文化・社会を理解する力を身につけたい人。 

（2）フィールドワークなどの体験学習を通して社会に貢献する力を身につけたい人。 

（3）ホスピタリティ精神を培い、学び取った知識・経験を社会に還元する意欲を持つ

人。 

３．入学前学習として推奨すること 

（1）広い視野から社会を眺めるため、地域や国を超えた人の交流や世の中の出来事に

たえず関心を持ち、情報収集力をつける。 

（2）言語・社会・文化への関心を持ち、自らの基礎的なコミュニケーション能力の向

上に努める。 

（3）ささいなことにも関心を持ち、実際に自らの目で物事を見つめる好奇心・探求心

を養う。 

（4）お互いを理解・尊重し合い、他人の喜びを共に喜び合える態度を養う。 

 

 
ビジネス学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.aasa.ac.jp/guidance/about/policy.html ） 

（概要） 

 

ビジネス学科は、グローバル化が進む現代社会において活躍しうる実践的専門性を備え

たビジネスパーソンを育成するため、ビジネスに関する諸分野の教育研究を行うことを目

的とする。この目的に基づき、学科のもとに「現代ビジネス」「グローバルビジネス」の

2 専攻を置く。 

 

 現代ビジネス専攻においては、マーケティング、経営戦略、企業会計などの専門知識を

身につけ、新しいビジネスの価値を創造できる人材、及び事業運営のサポートができる人

材を育成するための教育研究を行う。 

 

 グローバルビジネス専攻においては、国際経済、国際金融などの専門知識を英語と日本

語のバイリンガルで身につけ、それらをグローバルなビジネスの現場で実践できる人材を

育成するための教育研究を行う。 

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/diploma_policy_fac.html） 

（概要） 

 

ビジネス学部は、実社会で自ら道を切り開く人材の育成を目指す学部である。ビジネス

に関する専門知識はもちろんのこと、「コミュニケーション能力」「行動力」をも兼ね備

えた有能な「ビジネスパーソン」を育成する。 

 将来予想される多様なキャリアパスに対応するために、次の 4 つの能力を学部教育の中

で共通に修得できる能力として掲げている。 

 

DP①：【つながるチカラ】 

ビジネスパーソンとして必要となるコミュニケーション力が身についている 



  

DP②：【適応するチカラ】 

多様な業界に関する知識を修得し、シゴトを理解していると同時に高い職業意識

を持っている 

DP③：【応用するチカラ】 

資格を取得し、そのスキルを社会で役立てることができる 

DP④：【行動するチカラ】 

企業と連携したプログラムや海外研修など、実践を通して主体的にやり抜く力を

身につけている 

 

多様なキャリアパスに対応するためには軸となる「専門知識」が不可欠である、との観

点から、「学びの専門性」をさらに高めることを目的とする専攻・コース等を設置するこ

ととした。 

 

2017年度の入学者については、従来の 5 つのコースを 3 専攻（ビジネスイノベーション

専攻、ビジネスアカウンティング専攻、グローバルビジネス専攻）に集約し、1年次後期か

ら各専攻での「専門的な学び」から次の能力が得られるような配慮をしている。 

2018年度の入学者からは、入学時より現代ビジネス専攻とグローバルビジネス専攻に分

けることにより、専門的な学びをさらに推し進める体制とした。このうち現代ビジネス専

攻の学生は、1 年次後期よりビジネスイノベーションコース、ビジネスアカウンティング

コースに分かれることで、従来からの専門の枠組みを維持している。 

 

【現代ビジネス専攻】 

ビジネスイノベーションコース（2017年度の「ビジネスイノベーション専攻」に該当） 

DP⑤-BI：【アイデアを創造し、形にするチカラ】 

マーケティングと経営戦略の知識をベースとし、アクティブラーニングを通じ

て、企業・組織に対して問題解決案を提示することができる。 

 

ビジネスアカウンティングコース（2017年度の「ビジネスアカウンティング専攻」に該当） 

DP⑤-BA：【ビジネスの言語を読み解き、経営をサポートするチカラ】 

会計学全般の知識をベースとし、財務諸表を作成・分析するスキルを修得した

上で、経営者に対して専門的な助言ができる。 

 

【グローバルビジネス専攻】 

DP⑤-GB：【世界とつながり、現場で活躍するチカラ】 

国際経済、国際金融などのグローバルビジネスの現場に必要な専門知識を、英

語と日本語のバイリンガルで身につけている。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/curriculum_policy_fac.html）          

（概要） 

 

ビジネス学部は、実社会で自ら道を切り開く「魂ある人材」の育成を目指す学部である。

ビジネスに関する専門知識はもちろんのこと、「コミュニケーション能力」「行動力」「情

熱」をも兼ね備えた有能な「ビジネスパーソン」を育成する。 

 この人材育成目標を達成するため、ビジネス学部では、次のような方針のもとに教育課

程を編成する。 



  

 

各専攻・コースに共通するカリキュラム・ポリシー 

① 学生の多様な将来「ビジョン」に対応できるよう、「ビジネスイノベーション」、

「ビジネスアカウンティング」、「グローバルビジネス」の専攻・コースを設置す

る。 

② 4年間の学修に必要となる基礎知識・基礎能力の修得、および、コミュケーション

力・育成を目的として、１年次前期に「グループワークⅠ(ビジネス学部入門)、グル

ープワークⅡ(問題解決)」(必修)を設置する。 

③ 2年次以降の専門的な学修にスムーズに移行し、ゼミナール選択の参考にすることを

目的として、1年次後期に「専攻入門ゼミ」(必修)を各専攻・コースで開講する。 

④ 各分野での専門知識や技能を充分に修得させることを目的として、各専攻・コースに

おいては「ゼミナール」(必修)をはじめとする専門科目群を体系的に配置する。 

 

各専攻・コースのカリキュラム・ポリシー 

［現代ビジネス専攻・ビジネスイノベーションコース］ 

BI①：ビジネスイノベーションに関連する生きた知識を体系的に修得させることを目

的として「マーケティング＆ストラテジー」クラスターにおいては、内容の重

複がないよう留意した上で、双方向で学べる科目を多数設置する。 

BI②：実際のビジネス世界で即戦力となりうる「行動力」を養成することを目的とし

て、ASICP（イノベーション＆チャレンジプログラム）を設置する。 

BI③：4年間の学修成果の集大成として質の高い卒業論文を完成させることを目的とし

て、4 年次に「卒業プロジェクトⅠ・Ⅱ」(必修)を開講する。 

 

［現代ビジネス専攻・ビジネスアカウンティングコース］ 

BA①：ビジネスアカウンティングに関する理論や現場で役立つ技能を習得させること

を目的として、「アカウンティング」クラスターにおいては、大学院出身教員

による理論を重視した科目と実務家教員による現場の実務を重視した科目とを

バランスよく配置する。 

BA②：現実の企業の会計数値を読み解き、企業が直面する課題を分析する力を養成す

ることを目的として、ASAAP(アカウンティング＆アナリシスプログラム)を設定

する。 

BA③：4年間の学修成果の集大成として質の高い卒業論文を完成させることを目的とし

て、4 年次に「卒業プロジェクトⅠ・Ⅱ」(必修)を開講する。 

 

［グローバルビジネス専攻］ 

GB①：グローバルビジネスの共通語である英語で実践する力を身につけ、必要な専門

知識を英語で修得することを目的として、ASBBE(バイリンガル・ビジネス・エ

デュケーションプログラム)を設定する。 

GB②：グローバルビジネスを理解する生きた知識を、日本語で修得することを目的と

して、「グローバルエコノミー」クラスターにおいては、国際経済・国際金融

に関する科目に加え、国内外の最新のビジネストレンドを学ぶ科目を設置す

る。 

GB③：専攻での学修成果を実践に移すことを目的として、Bilingual Internship 

Overseas/Domestic への参加を義務付ける。4 年次のゼミナールにおいては、イ

ンターンシップでの実践を取り込みつつ、派遣国の政治経済情勢や企業分析に

関するリサーチペーパーを制作する 。 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/examination/policy/faculty.html?id=QuickNavi  ） 



  

（概要） 

 

ビジネス学部は、国内外のビジネスの現場で能力を発揮することを通じて、社会の発展

に貢献する人材を育てる。1）さまざまな職種・業種で役に立つ知識やスキル、2）直面す

る問題を解決するための論理的な思考力や判断力、3）組織の目標を達成するための協調性

やリーダーシップ――これらを身につけたい人の入学を求める。 

 

●ビジネス学科 現代ビジネス専攻 

1. 学生に期待すること 

 現代ビジネス専攻は、アクティブラーニングによる実践的な授業を多く開講してい

る。このような授業に参画することを通じて、ビジネスの現場で必要となるさまざま

な能力を身につけたいと考える人を歓迎する。 

2. 学生募集に際して重視すること 

 現代ビジネス専攻では、ビジネスの現場で能力を発揮する人材になりたいという積

極的な姿勢に加え、アクティブラーニングにおいて必要となる行動力、コミュニケー

ション力を重視する。 

3. 入学前学習として推奨すること 

 政治・経済など世の中の動きについて、新聞・テレビ・インターネットなどを通じ

て広く関心をもつことが大事である。また、重要なニュースや出来事については、自

分の考えや意見を持つように心がける。国語・英語・数学など主要科目の基礎学力は、

専攻での学修の基盤となる。 

●ビジネス学科 グローバルビジネス専攻 

1. 学生に期待すること 

 グローバルビジネス専攻は、日本語と英語のバイリンガルでカリキュラムを構成し

ている。ビジネスの現場で必要となるさまざまな能力をバイリンガルで身につけたい

と考える人を歓迎する。 

2. 学生募集に際して重視すること 

 グローバルビジネス専攻では、ビジネスをバイリンガルで学ぼうという姿勢を重視

する。国内外での英語を使ったインターンシップ研修などが必修科目であるため、多

様な考え方と向き合う積極性や行動力も必要となる。 

3. 入学前学習として推奨すること 

 政治・経済など世の中の動きについて、新聞・テレビ・インターネットなどを通じ

て広く関心をもつことが大事である。とくに海外のニュースや出来事については、日

本との関わりを考え、理解するよう心がける。国語・英語・数学など主要科目の基礎

学力に加え、ビジネス英語を修得したいという意欲や、近現代を中心とする世界史の

知識は、専攻での学修の基盤となる。 

 

 
グローバル・コミュニケーション学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：https://www.aasa.ac.jp/guidance/about/policy.html ） 

（概要） 

 

 グローバル・コミュニケーション学科は、常に変化する国際社会を理解し、国内外の様々

な事象を意識し、グローバルな視点を持てるようになるため、英語運用能力と幅広い教養

を身につけるために必要な理論的、実践的な教育研究を行う。 

 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/diploma_policy_fac.html） 



  

概要） 

 

グローバル・コミュニケーション学部では、グローバル社会において、文化や価値観の

異なる人々と協力してさまざまな課題や問題を解決する能力のある「地球市民」を育成す

ることにしている。 

 

（DP1） 

 国内・国外の文化や社会情勢を理解し、世界の人々に説得力のあるメッセージを発信

するために必要な知識を身に付ける。 

 

（DP2） 

 グローバル社会であらゆる状況に対応するために必要な英語運用能力、英語コミュニ

ケーション能力、問題解決能力を身に付ける。 

 

（DP3） 

文化や価値観が異なる社会での学修や体験を通じ、社会的・文化的背景の異なる人々  

の違いを認め、同じ「地球市民」として共生するように考えることができる姿勢を身に

付ける。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/curriculum_policy_fac.html） 

（概要） 

 

グローバル・コミュニケーション学部では、グローバルな視点を持ち、どのような状況

にも十分に対応できる実践的な英語コミュニケーション能力を備える人材を育成すること

を目的とする。そのため、本学部のカリキュラムは「中心科目」「スキル科目」「アクテ

ィブラーニング科目」から構成されている。 

 「中心科目」では、グローバルな視点を持ち、世界に向けて正確で説得力のある内容を

発信するために必要な知識を身に付ける。中心科目は、人と人とのコミュニケーションに

ついて学ぶ「人間コミュニケーション （Human Communication）」、日本の文化や伝統、

現代日本の状況を学ぶ「日本学 （Japanology）」、世界情勢をさまざまな観点から学ぶ「グ

ローバル・アウェアネス （Global Awareness）」の 3 つの科目群からなる。 

 「スキル科目」では、グローバル社会で必要となるスキルを身に付ける。スキル科目は、

英語運用能力を徹底的に磨くための「English Language Skills」、高度な英語コミュニケ

ーション能力を身に付けるための「English Communication Skills」、問題発見・解決能

力を身に付けるための「Research Skills」の 3つの科目群からなる。 

 「アクティブラーニング科目」では、海外留学、海外インターンシップなどのアクティ

ブ・ラーニング（能動的課題解決型学習）を通じて、グローバルな価値観を身に付ける。 

 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/examination/policy/faculty.html?id=QuickNavi  ） 

（概要） 

 

グローバル・コミュニケーション学部は、英語で考え、英語で情報を発信し、行動する、

人・地域・世界の架け橋となる「地球市民」の育成を目標とした学部であり、「実用的な

英語コミュニケーション能力を身に付けたい」「英語を使った仕事に就きたい」という学

生を求める。 

1. 学生に期待すること 

 グローバル社会に求められる地球市民になるためには、高度な英語コミュニケーシ



  

ョン能力とともに、幅広い教養も必要である。学生には、世界と日本の社会や文化、

人間コミュニケーション、グローバルな課題などに関心を持ち積極的に学ぶ姿勢を期

待する。 

2. 学生募集に際して重視すること 

 高度なコミュニケーション能力は、受動的な姿勢で身に付くものではない。すべて

の学部専門科目が英語のみで開講される"All English"の環境のもと、主体的に学ぼ

うとする意欲と姿勢を重視する。 

3. 入学前学習として推奨すること 

 高等学校までの英語学習をしっかりと理解・定着させておくことが、大学入学後の

高度で実践的な英語コミュニケーション能力修得の基礎となる。新聞・書籍・インタ

ーネット・テレビなどを通じて、グローバルなトピックに常に関心を向けることも重

要である。 

 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/index.html  

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 
a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3人 － 3人 

文学部 － 22人 6人 1人 3人 0人 32人 

人間情報学部 － 12人 0人 3人 3人 0人 18人 

心理学部 － 12人 4人 4人 0人 0人 20人 

創造表現学部 － 12人 8人 1人 2人 0人 23人 

健康医療科学部 － 33人 13人 3人 1人 5人 55人 

福祉貢献学部 － 6人 7人 4人 1人 0人 18人 

交流文化学部 － 13人 4人 2人 0人 0人 19人 

ビジネス学部 － 13人 4人 1人 1人 0人 19人 
グローバル・コミュニケーション学

部 － 6人 0人 3人 2人 0人 11人 

情報教育センター － 0人 0人 0人 1人 0人 1人 

国際交流センター － 0人 0人 0人 1人 0人 1人 

留学生別科 － 0人 0人 0人 0人 0人 0人 
コミュニティ・コラボレーションセ

ンター － 0人 0人 1人 1人 0人 2人 

キャリアセンター － 0人 0人 0人 2人 0人 2人 

教職・司書・学芸員教育センター － 9人 1人 0人 1人 0人 11人 

健康スポーツ教育センター － 0人 1人 0人 1人 0人 2人 

初年次教育部門 － 0人 0人 5人 3人 0人 8人 

外国語教育部門 － 1人 2人 10人 0人 0人 13人 

教養教育部門 － 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

会計教育部門 － 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

ジェンダー・女性学研究所 － 0人 0人 0人 0人 0人 0人 

学生相談室 － 0人 0人 0人 2人 0人 2人 

心理臨床相談室 － 0人 0人 0人 1人 0人 1人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0人 662人 662人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベースＵＲＬ等） 

公表方法：http://pnavi.aasa.ac.jp/researchwork/eir01u 

c.ＦＤ（ファカルティ・デベロップメント）の状況（任意記載事項） 

全学に於いて、年 1 回研修会を行うとともに、各研究科、学部に於いても、その年度計画に基づい

たテーマに沿った研修会を年１回実施している。テーマは、各部局が直面している課題に関するもの

が選択されている。2019年度は本学の中期ビジョン（５ケ年計画）について、学長・副学長が教育講

演を全学で実施した。 

また、年に１度実施している授業アンケートによる授業改善にも積極的に取り組んでいる。 

 

 

 



  

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

文学部 295人 308人 104.4％ 1,185人 1,310人 110.5％ 若干名 0人 

人間情報学部 200人 213人 106.5％ 800人 894人 111.8％ 若干名 1人 

心理学部 180人 185人 102.8％ 720人 780人 108.3％ 若干名 0人 

創造表現学部 295人 313人 106.1％ 1,185人 1,327人 112％ 若干名 1人 

健康医療科学部 290人 320人 110.3％ 1,150人 1,242人 108％ 若干名 0人 

福祉貢献学部 120人 127人 105.8％ 480人 515人 107.3％ 若干名 0人 

交流文化学部 280人 290人 103.6％ 1,120人 1,258人 112.3％ 若干名 0人 

ビジネス学部 230人 241人 104.8％ 920人 1,032人 112.2％ 若干名 2人 
グローバル・コミュ

ニケーション学部 60人 61人 101.7％ 240人 257人 107.1％ 若干名 0人 

合計 1,950人 2,058人 105.5％ 7,800人 8,615人 110.4％ 若干名 2人 

（備考） 

・創造表現学部の在学生数には、メディアプロデュース学部（2016 年 4 月創造表現学部に名称変更）の

学生を含む 

 
b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

文学部 
301人 

（100％） 

6人 

（2.0％） 

257人 

（85.4％） 

38人 

(12.6％） 

人間情報学部 
216人 

（100％） 

0人 

（0％） 

193人 

（89.4％） 

23人 

（10.6％） 

心理学部 
198人 

（100％） 

13人 

（6.6％） 

165人 

（83.3％） 

20人 

（10.1％） 

創造表現学部 
297人 

（100％） 

2人 

（0.7％） 

225人 

（75.8％） 

70人 

（23.6％） 

健康医療科学部 
318人 

（100％） 

2人 

(0.6％） 

281人 

（88.4％） 

35人 

（11.0％） 

福祉貢献学部 
147人 

（100％） 

2人 

（1.4％） 

138人 

（93.9％） 

7人 

（4.8％） 

交流文化学部 
347人 

（100％） 

2人 

（0.6％） 

299人 

（86.2％） 

46人 

（13.3％） 

ビジネス学部 
294人 

（100％） 

7人 

（2.4％） 

260人 

（88.4％） 

27人 

（9.2％） 

グローバル・コミュ

ニケーション学部 

74人 

（100％） 

1人 

（1.4％） 

61人 

（82.4％） 

12人 

（16.2％） 

メディアプロデュー

ス学部(旧学部) 

5人 

（100％） 

0人 

（0％） 

1人 

（20.0％） 

4人 

（80.0％） 

合計 
2,197人 

（100％） 

35人 

（1.6％） 

1.880人 

（85.6％） 

282人 

（12.8％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 



  

 
c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

文学部 
310人 

（100％） 

283人 

（91.3％） 

18人 

（5.8％） 

9人 

（2.9％） 

0人 

（0.％） 

人間情報学部 
228人 

（100％） 

207人 

（90.8％） 

16人 

（7.0％） 

5人 

（2.2％） 

0人 

（0％） 

心理学部 
208人 

（100％） 

190人 

（91.3％） 

11人 

（5.3％） 

7人 

（3.4％） 

0人 

（0％） 

創造表現学部 
320人 

（100％） 

282人 

（88.1％） 

21人 

（6.6％） 

17人 

（5.3％） 

0人 

（0％） 

健康医療科学部 
329人 

（100％） 

302人 

（91.8％） 

10人 

（3.0％） 

17人 

（5.2％） 

0人 

（0％） 

福祉貢献学部 
150人 

（100％） 

145人 

（96.7％） 

2人 

（1.3％） 

3人 

（2.0％） 

0人 

（0％） 

交流文化学部 
368人 

（100％） 

320人 

（87.0％） 

37人 

（10.1％） 

11人 

（3.0％） 

0人 

（0％） 

ビジネス学部 
298人 

（100％） 

274人 

（91.9％） 

9人 

（3.0％） 

15人 

（5.0％） 

0人 

（0％） 

グローバル・コミュ

ニケーション学部 
75人 

（100％） 

64人 

（85.3％） 

8人 

（10.7％） 

3人 

（4.0％） 

0人 

（0％） 

合計 
2,286人 

（100％） 

2,067人 

（90.4％） 

132人 

（5.8％） 

87人 

（3.8％） 

0人 

（0％） 

（備考）文学部：2017 年度入学で 2018 年度転学生１名転出→入学者数 1 名減。創造表現学科：2017 年

度入学で 2019年度転学生 1名転入(修業年限内で卒業)→入学者数・卒業者数 1名増。健康医療科学部：

2017年度入学で 2018年度転学生 4名転出→入学者数 4名減。交流文化学部：2017年度入学で 2018年度

転学生 1 名転出→入学者数 1 名減。交流文化学部およびグローバル・コミュニケーション学部は、コロ

ナ禍で留学者数の減少があったものの、他学部に比べると留学による留年者が多い。 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

 

  毎年 12 月初旬に、シラバス執筆者に授業計画（シラバス）執筆を依頼。シラバス執筆

者は、授業計画（シラバス）執筆要領により、執筆項目を記載。執筆項目は、次のとおり。 

①授業の概要、②授業の目標、③授業計画、④授業外学修の指示、⑤評価方法、⑥使用テ

キストの有無とテキストのタイトル、⑦参考文献・資料の明示。 

提出にあたり、シラバス執筆者自身がシラバス・チェックリストで記載内容を確認の上、

提出。提出方法は、シラバス執筆システムによる。 

1 月初旬の提出締め切りの後、シラバス担当が確認し、不備がある場合は執筆者に連絡

し、修正を依頼。確認作業終了の後、1 月中旬に入稿。数回の校正を経て、3 月中旬にシ

ラバス（冊子）完成、在学生の希望者に配布。4月に新入生全員に配布。Webシラバスは、

3 月中旬に大学 HPに公開。 

 

 

 

 

 

 

 



  

 ⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 

 成績は、授業担当者が定期試験・レポート・小テスト・平常の学修状況・実技実習等の評

価方法により、学修指標に対する到達結果をもって評価する。科目ごとの具体的な評価方法

については、「授業概要（シラバス）」に記載。 

また、学部ごとに成績評価における評価項目・評価基準を定めている。 

なお、下表のうち、「履修単位の登録上限」については、2021 年度入学者対象を記載。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

文学部 

国文学科 124単位 有・無 前期 25単位 

後期 24単位 

総合英語学科 124単位 有・無 前期 25単位 

後期 24単位 

教育学科 124単位 有・無 前期 25単位 

後期 24単位 

人間情報学部 人間情報学科 124単位 有・無 前期 24単位 

後期 24単位 

心理学部 心理学科 124単位 有・無 前期 24単位 

後期 24単位 

創造表現学部 

創造表現学科 

創作表現専攻 
124単位 有・無 

前期 24単位 

3年のみ後期 25単位 

1・2・4年後期 24単位 

創造表現学科 

メディアプロデュー

ス専攻 

124単位 有・無 
前期 24単位 

3年のみ後期 25単位 

1・2・4年後期 24単位 

創造表現学科 

建築・インテリアデ

ザイン専攻 

124単位 有・無 
前期 24単位 

3年のみ前期 25単位 

1・2・4年後期 24単位 

健康医療科学

部 

医療貢献学科 

言語聴覚学専攻 
140単位 有・無 

1年 制限なし 

2年以降前･後期 

各 26単位 

医療貢献学科 

視覚科学専攻 
140単位 有・無 

1･2年 制限なし 

3年以降前･後期 

各 28単位 

スポーツ・健康医科 

学科スポーツ・健康

科学専攻 

125単位 有・無 前期 24単位 

後期 24単位 

スポーツ・健康医科 

学科救急救命学専攻 
129単位 有・無 

1年のみ前・後期 

28単位 

2年以降前･後期 

各 24単位 

健康栄養学科 124単位 有・無 

1年前期 25単位 

1年後期 24単位 

2年以降前･後期 

各 24単位 

福祉貢献学部 

福祉貢献学科 

社会福祉専攻 
124単位 有・無 

1･2年前･後期 

各 28単位 

3年以降前･後期 

各 24単位 

福祉貢献学科 

子ども福祉専攻 
124単位 有・無 

1・2年前･後期 

各 28単位 

3年以降前･後期 

各 24単位 



  

交流文化学部 

交流文化学科 

ランゲージ専攻 
124単位 有・無 

1年前期・2年後期 

25単位 

その他の年次・学期 

24単位 

交流文化学科 

国際交流・観光専攻 
124単位 有・無 

1年前期・2年後期 

25単位 

その他の年次・学期 

24単位 

ビジネス学部 

ビジネス学科 

現代ビジネス専攻 
124単位 有・無 前期 24単位 

後期 24単位 

ビジネス学科 

グローバルビジネス

専攻 

124単位 有・無 前期 24単位 

後期 24単位 

グローバル・

コミュニケー

ション学部 

グローバル・コミュ

ニケーション学科 
124単位 有・無 前期 24単位 

後期 24単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

成績評価の明確化及び学習意欲の向上を目的として、ＧＰＡ制 

度を導入。また、半期における履修登録単位数の上限（ＣＡＰ 

制の導入）を定めている。 

公表方法： 

https://www.aasa.ac.jp/life/support/summary/directory.html 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦ 校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/index.html 

  



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

文学部 

国文学科 

1年生 
760,000円 200,000円 420,000円 

教育充実費：370,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

国文学科 

2～4年生 
760,000円 ― 460,000円 

教育充実費：360,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

総合英語学科 

1年生 
760,000円 200,000円 420,000円 

教育充実費：370,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

総合英語学科 

2～4年生 
760,000円 ― 460,000円 

教育充実費：360,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

教育学科 

1年生 
760,000円 200,000円 470,000円 

教育充実費：420,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

教育学科 

2～4年生 
760,000円 ― 510,000円 

教育充実費：410,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

人間情報学部 

人間情報学科 

1年生 
760,000円 200,000円 470,000円 

教育充実費：420,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

人間情報学科 

2～4年生 
760,000円 ― 510,000円 

教育充実費：410,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

心理学部 

心理学科 

1年生 
760,000円 200,000円 470,000円 

教育充実費：420,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

心理学科 

2～4年生 
760,000円 ― 510,000円 

教育充実費：410,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

創造表現学部 

創造表現学科 

（創作表現専

攻、メディアプ

ロデュース専攻 1

年生） 

760,000円 200,000円 420,000円 
教育充実費：370,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

創造表現学科 

（創作表現専

攻、メディアプ

ロデュース専攻 2

～4年生） 

760,000円 ― 460,000円 
教育充実費：360,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

創造表現学科 

（建築・インテ

リアデザイン専

攻 1年生） 

760,000円 200,000円 440,000円 

教育充実費：370,000円 

実験実習費：20,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

創造表現学科 

（建築・インテ

リアデザイン専

攻 2～4年生） 

760,000円 ― 560,000円 

教育充実費：440,000円 

実験実習費：20,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

健康医療科学部 

医療貢献学科 

言語聴覚学専攻 

1年生 

860,000円 200,000円 585,000円 

教育充実費：510,000円 

実験実習費：25,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

医療貢献学科 

言語聴覚学専攻 

2年生 

860,000円 ― 750,000円 

教育充実費：600,000円 

実験実習費：50,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

医療貢献学科 

言語聴覚学専攻 

3年生 

860,000円 ― 800,000円 

教育充実費：600,000円 

実験実習費：100,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

医療貢献学科 

言語聴覚学専攻 

4年生 

860,000円 ― 775,000円 

教育充実費：600,000円 

実験実習費：75,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

医療貢献学科 

視覚科学専攻 

1年生 

860,000円 200,000円 560,000円 
教育充実費：510,000円 

休学中の在籍料：50,000円 



  

医療貢献学科 

視覚科学専攻 

2年生 

860,000円 ― 730,000円 

教育充実費：600,000円 

実験実習費：30,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

医療貢献学科 

視覚科学専攻 

3年生 

860,000円 ― 760,000円 

教育充実費：600,000円 

実験実習費：60,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

医療貢献学科 

視覚科学専攻 

4年生 

860,000円 ― 760,000円 

教育充実費：600,000円 

実験実習費：60,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

スポーツ・健康

医科学科 

スポーツ・健康

科学専攻 

1年生 

760,000円 200,000円 470,000円 
教育充実費：420,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

スポーツ・健康

医科学科 

救急救命学専攻 

1年生 

890,000円 200,000円 590,000円 

教育充実費：420,000円 

実験実習費：120,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

スポーツ・健康

医科学科 

2～4年生 

760,000円 ― 510,000円 
教育充実費：410,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

健康栄養学科 

1年生 
800,000円 200,000円 580,000円 

教育充実費：460,000円 

実験実習費：70,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

健康栄養学科 

2・4年生 
800,000円 ― 640,000円 

教育充実費：500,000円 

実験実習費：40,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

健康栄養学科 

3年生 
800,000円 ― 670,000円 

教育充実費：500,000円 

実験実習費：70,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

福祉貢献学部 

福祉貢献学科 

1年生 
760,000円 200,000円 470,000円 

教育充実費：420,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

福祉貢献学科 

2～4年生 
760,000円 ― 510,000円 

教育充実費：410,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

交流文化学部 

交流文化学科 

1年生 
760,000円 200,000円 420,000円 

教育充実費：370,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

交流文化学科 

2～4年生 
760,000円 ― 460,000円 

教育充実費：360,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

ビジネス学部 

ビジネス学科 

1年生 
760,000円 200,000円 420,000円 

教育充実費：370,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

ビジネス学科 

2～4年生 
760,000円 ― 460,000円 

教育充実費：360,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

グローバル・コ

ミュニケーショ

ン学部 

グローバル・コ

ミュニケーショ

ン学科 

1年生 

860,000円 200,000円 420,000円 
教育充実費：370,000円 

休学中の在籍料：50,000円 

グローバル・コ

ミュニケーショ

ン学科 

2～4年生 

860,000円 ― 460,000円 
教育充実費：360,000円 

休学中の在籍料：100,000円 

 

 

 

 

  



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

アドバイザーによる面談をセメスターごとに実施している。そこで把握した問題につい

ては、各教育組織単位ごとに必要に応じて共有し、各教育組織単位全体で支援体制を整え

ている。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

学生個々が自己と職業についての理解を深め、キャリアデザインを形成する中で、実社

会で使える力を伸ばすためのインターンシップを中心とする体験型学習、ガイダンスやセ

ミナーを通じて、自分の魅力や能力を表現でき、自律的に行動する企業等社会が必要とす

る人材育成のためのキャリア教育や支援体制の整備・実践を行っている。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

メンタルについては学生相談室におけるカウンセラーによる支援を行っており、必要に

応じて各教育組織単位との連携を図っている。身体的健康については、保健管理室が支援

を行い、必要に応じて各教育組織単位と連携している。メンタル、身体ともにクリニック

との連携も進められている。身体障害については、障がい学生支援委員会が中心となり、

学生部、各教育組織単位、学生によるボランティア活動組織との連携の下、支援を行って

いる。学生組織による、聴覚障がい学生のためのノートテイク支援が活発に行われてい

る。 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.aasa.ac.jp/guidance/public_info/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

学校コード F123310106853

（備考）

内
訳

118人

66人

家計急変による
支援対象者（年間）

9人

460人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

451人

後半期

425人

232人

129人

64人

学校名

設置者名

愛知淑徳大学

学校法人　愛知淑徳学園

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

420人

236人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修了
できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その他
学修意欲が著しく低い状

況

0人

3人

「警告」の区分に連続し
て該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

1人

3人

0人

退学 2人

３月以上の停学 0人

年間計 2人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績
が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、
遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

2人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 84人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

計 81人

出席率が８割以下その他
学修意欲が低い状況

9人
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